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全附連｜全国国立大学附属学校連盟・一般社団法人全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会

子どもたちと
この国の
未来のために

全附P連 令和7年度総会開催

一般社団法人全国国立大学附属学校
ＰＴＡ連合会 

会長  宮本 昌尚
（香川大学教育学部附属坂出幼小中学校）

全国国立大学附属学校連盟
理事長  関口　睦

（埼玉大学教育学部附属中学校長）

ご挨拶 〜附属学校のPTAとしての役割とは〜 全ての子どもたちの豊かな未来のために

６月７日（土）お茶の水女子大学６月７日（土）お茶の水女子大学

　令和7年度一般社団法人全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会会
長に就任いたしました宮本昌尚です。所属は香川大学教育学部附属
坂出幼小中学校です。1年間よろしくお願いいたします。
　全附Ｐ連ではここ数年「子どもたちとこの国の未来のために」とい
う基本理念のもと、様々な活動をしてまいりました。しかし子どもた
ちを取り巻く環境は厳しさが増しているように感じております。
　一つ目に学校内外での安全、安心の確保についてであります。子
どもたちが心身ともに健全に成長していくために、各学校をサポート
していきたいと思います。二つ目にＰＴＡの存在意義について、全国
的にもＰＴＡ不要論が多く聞かれるようになっております。しかし国
立大学附属学校のＰＴＡ団体は、その学校が持つ特別な目的達成の
ためにある組織であると考えております。それぞれの学校の目的を
しっかりと把握し、大学と力を合わせて子どもたちと子どもたちの通
う附属学校を守っていける団体になっていければと思います。三つ目
に国立大学附属学校の存続問題についてです。少子化の影響や国
の予算や運営の問題等により存続が危ぶまれている学校もあります。
地域に必要不可欠な学校として、そしてこの国の未来を託せる学校
として真剣に考えていく必要があると考えております。
　現在第四期中期目標・中期計画の成果を形にしていくべき時期に
なっており、その中でも教職員の方々は子どもたちの成長に真摯に
取り組んでおられます。我々はその環境をしっかりと守っていき、全
国の国立大学附属学校がこの国の教育のモデルとして必要とされる
存在であり続けられることを支えていける団体でありたいと思います。

　社会の変化は複雑で予測困難となり、どのような
職業や人生を選択するかにかかわらず、全ての子ど
もたちの生き方に影響を与える時代が来ています。
このような時代だからこそ、変化を前向きに受け止
め、自分の頭で考え、社会や自分の人生、生活を人
間ならではの感性を働かせて豊かなものに変えてい
くことが求められています。このような中、学校の
役割は子どもたちが自分の持ち味や可能性を理解し、
他者を尊重し、多様な人々と協働しながら主体的に
課題解決をし、豊かな人生を切り拓き、持続可能な
社会の創り手となることを目指すことにあると考え
ます。全国の国立大学附属学校園においてもゴール
を共有し、各校園の課題に真摯に取り組み、相互協
力を通して、豊かで明るい未来を切り拓く子どもた
ちの人間力の育成に尽力してまいります。引き続き
お力添えくださいますようお願いいたします。

　
第
七
三
回
一
般
社
団
法
人
全
国
国
立

大
学
附
属
学
校
P
T
A
連
合
会
（
全
附

P
連
）総
会
が
、六
月
七
日（
土
）に
お
茶

の
水
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
一
部

は
、
令
和
六
年
度
桑
名
会
長
か
ら
始
ま

り
、
令
和
六
年
度
の
組
織
構
成
、
附
属

学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
異
動
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
令
和
六
年
度
事
業
報
告
、
収
支

決
算
報
告
、
令
和
七
年
度
役
員
の
承
認

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
て
賛
成
多
数

に
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
休
憩
中
に
は
、
令
和
七
年

度
新
理
事
や
監
事
に
よ
る
第
一
回
理
事

会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
七
年
度
会
長
に

香
川
大
学
教
育
学
部
附
属
坂
出
幼
小
中

の
宮
本
昌
尚
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
会
再
開
後
、
理
事
会
に
て

宮
本
会
長
の
選
任
さ
れ
た
報
告
が
さ

れ
、
令
和
七
年
度
の
事
業
計
画
案
お
よ

び
収
支
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
全
て
賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
部
は
、
来
賓
、
宮
本
新
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政

策
局
教
育
人
材
政
策
課
教
育
養
成
企
画

室
長　
若
林
徹
氏
が
行
政
説
明
を
な
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
P
T
A
団
体
表

彰
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
会
長

賞
を
受
賞
し
た
福
岡
教
育
大
学
附
属
幼

稚
や
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
附
属
十
三
校

園
P
T
A
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
ま

た
個
人
表
彰
で
は
、
P
T
A
活
動
を
通

じ
て
附
属
学
校
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
へ
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
財
務
省
、
金
融
経
済
教
育
推

進
機
構
か
ら
の
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
行

政
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
令
和
七
年
度
総
会
を
も
っ
て
、

新
た
な
全
附
P
連
が
発
進
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
全
国
の
附
属
学
校
や

P
T
A
活
動
が
発
展
し
て
い
く
よ
う
、

情
報
共
有
を
強
化
し
支
援
を
行
っ
て
い

く
決
意
を
参
加
者
が
共
有
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
４
月
１
日
付

け
で
教
員
養
成
企
画
室
長

を
拝
命
し
た
若
林
と
申
し

ま
す
。

　
私
は
、
学
生
時
代
に
国

立
附
属
小
学
校
と
中
学
校

で
教
育
実
習
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
児
童
生
徒
や
教

員
の
能
力
や
意
識
の
高
さ

に
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
そ
の
衝
撃
や

経
験
は
、
後
に
行
っ
た
公

立
学
校
の
教
育
実
習
で
は

あ
ま
り
役
に
立
て
る
こ
と

が
で
き
ず
、
附
属
学
校
は

特
殊
な
世
界
だ
っ
た
の
だ

と
も
感
じ
ま
し
た
。

　
国
立
附
属
学
校
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
そ
の
学
校
の

子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り

と
育
て
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
教
職
を
志
す
学
生
を

育
て
る
こ
と
、
現
職
の
教

師
の
研
鑽
の
場
と
な
る
こ

と
、
地
域
の
公
立
学
校
の

モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
、
日

本
中
の
教
育
を
変
え
る
よ

う
な
先
導
的
な
実
践
を
行

う
こ
と
、
大
学
の
教
育
研

究
へ
協
力
す
る
こ
と
…
な

ど
大
変
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
学
校
の
先
生
方

の
努
力
、
大
学
や
文
部
科

学
省
の
支
援
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
や
関
係
者
の

方
々
の
理
解
や
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
関
係
者
が

意
識
と
力
を
合
わ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
自
身
、
今
後
、
出
来

る
だ
け
多
く
の
附
属
学
校

を
こ
の
目
で
見
て
学
び
、

附
属
学
校
が
「
特
殊
な
世

界
」
で
は
な
く
、
日
本
の

教
育
を
下
支
え
し
リ
ー
ド

す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が

広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
、

そ
の
魅
力
や
成
果
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
教
育

人
材
政
策
課
教
員
養
成
企
画
室
長

若
林　

徹 

氏

LINE UP
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総会特集
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令和７年度 新体制 活動方針
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寄稿 総務省 meta日本法人
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全国大会告知 全国同窓会
―11面―
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ＯＢ訪問

全附P連 新会長に宮本昌尚（香川大
学教育学部附属坂出幼小中）が選任

国立附属学校の魅力や成果を発信していきます

PTA団体表彰受賞者のみなさんPTA団体表彰受賞者のみなさん
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令和７年度　活動基本方針 一般社団法人全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会
　

一
般
社
団
法
人
全
国
国
立
大
学

附
属
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会（
以
下
、

全
附
Ｐ
連
）
は
、
全
国
５６
の
国
立

大
学
法
人
に
設
置
さ
れ
た
幼
稚
園

４８
園
・
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
１
園
・
小
学
校
６７
校
・
中
学
校

６８
校
・
高
等
学
校
１５
校
・
義
務
教

育
学
校
４
校
・
中
等
教
育
学
校
５

校
・
特
別
支
援
学
校
４５
校
、
計

２
５
３
校
園（
令
和
７
年
３
月
現
在
）

の
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
求
め
ら

れ
る
使
命
を
十
分
に
理
解
し
た
上

で
、
そ
の
絆
と
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学

習
環
境
の
充
実
と
安
心
安
全
の
確

保
、さ
ら
に
は
附
属
学
校
の
発
展
、

国
立
学
校
と
し
て
こ
の
国
の
未
来

を
見
据
え
た
日
本
の
公
教
育
の
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
実
践
と
研
鑽
を
推

進
す
る
。

　

ま
た
、
全
国
国
立
大
学
附
属
学

校
連
盟
（
以
下
、連
盟
）
と
と
も
に
、

日
本
教
育
大
学
協
会
を
は
じ
め
と

す
る
諸
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
附

属
学
校
お
よ
び
附
属
学
校
を
設
置

す
る
国
立
大
学
法
人
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
附
属
学
校
の
持
つ
独
自
性
や

創
造
性
、社
会
的
使
命
、存
在
意
義
、

現
状
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社

会
お
よ
び
全
国
的
に
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
広
く
世
の
中
の
理
解
と

支
援
が
得
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
な

活
動
を
展
開
す
る
。

１　
共
有
、
対
話
に
よ
る
理
解

　

附
属
学
校
の
果
た
す
べ
き
使
命

で
あ
る
日
本
の
公
教
育
を
支
え
る

国
の
拠
点
校
、
地
域
の
モ
デ
ル
校

と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
、
学
校

を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
参

画
し
研
究
実
践
す
る
こ
と
で
得
た

情
報
を
会
員
相
互
で
共
有
す
る
と

と
も
に
、
連
合
会
は
そ
の
貢
献
度

を
各
関
係
官
庁
や
諸
団
体
に
広
く

発
信
し
て
い
く
。
ま
た
、
各
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
直

面
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

一
助
と
し
て
、
設
置
者
で
あ
る
国

立
大
学
法
人
と
の
さ
ら
な
る
連
携

と
対
話
を
提
唱
す
る
。

２　
 

附
属
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活

性
化
支
援
と
各
組
織
の
相
互

連
携

　

子
ど
も
の
成
長
過
程
に
応
じ
た

教
育
の
在
り
方
、
学
習
環
境
の
充

実
と
安
心
安
全
の
確
保
、
附
属
学

校
を
取
り
巻
く
諸
問
題
な
ど
へ
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
わ
り
方
を
実
践
研
究

し
、
そ
の
成
果
や
課
題
を
共
有
、

議
論
す
る
た
め
の
研
修
大
会
を
開

催
し
、
全
附
Ｐ
連
、
連
盟
と
各
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
絆
を
よ
り
強
く
保

つ
。
研
修
大
会
は
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
会
員
も
視
聴
で
き
る
よ
う
な
開

催
方
法
と
し
、
全
国
８
万
世
帯
の

家
庭
に
広
く
情
報
の
共
有
が
で
き

る
こ
と
で
会
員
の
利
益
を
確
保
す

る
。
ま
た
、
全
国
９
地
区
主
催
の

実
践
活
動
協
議
会
な
ど
各
地
区
会

活
動
を
有
機
的
に
支
援
し
、
連
盟

と
の
協
働
に
よ
る
活
動
の
活
性
化

を
図
る
。
加
え
て
全
国
国
立
大
学

附
属
学
校
教
育
後
援
会
連
絡
協
議

会
と
情
報
を
共
有
し
連
携
す
る
。

３　

 

対
内
お
よ
び
対
外
へ
の
広
報

活
動
の
強
化

　

各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
子
ど
も
た
ち

と
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
し
っ
か
り

と
寄
り
添
い
、
有
意
義
な
活
動
が

で
き
る
よ
う
、
参
考
と
な
る
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
事
例
お
よ
び
情
勢
な
ど

を
全
国
の
附
属
学
校
お
よ
び
各
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
発
信
し
情
報
共
有
の

強
化
を
図
る
。
ま
た
、
附
属
学
校

が
さ
ら
に
広
く
世
の
中
の
理
解
と

支
援
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
や
関
係
諸
機
関
に
対
し
積

極
的
な
広
報
活
動
を
展
開
す
る
。

さ
ら
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
交
換
、
共
有
な

ど
、
連
合
会
が
主
体
と
な
っ
て
そ

の
運
営
強
化
を
図
る
。

４　
「
共
に
生
き
る
」
こ
と
の
推
進

　

連
合
会
で
は
特
別
支
援
教
育
に

対
す
る
理
解
と
連
携
を
進
め
る
諸

活
動
の
推
進
を
掲
げ
、
様
々
な
取

り
組
み
を
継
続
し
て
き
た
。
こ
れ

か
ら
も
校
種
を
超
え
た
絆
を
育
て
、

多
様
な
個
性
を
持
つ
仲
間
と
の
相

互
理
解
を
育
む
活
動
を
推
進
お
よ

び
発
信
す
る
。
ま
た
、
自
他
を
共

に
尊
重
す
る
態
度
、能
力
の
育
成
、

自
己
有
用
感
・
自
己
肯
定
感
の
育

成
を
目
指
し
た
活
動
を
推
進
し
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
お
よ
び

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
の
牽
引

に
努
め
る
。
ま
た
、
全
人
類
的
な

課
題
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
則
っ
た

教
育
に
も
貢
献
す
る
。

５　

 

国
の
目
指
す
教
育
改
革
の
先

駆
者
と
し
て

　

国
の
目
指
す
教
育
改
革
の
先
駆

者
た
る
附
属
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し

て
、
全
附
Ｐ
連
は
学
校
の
働
き
方

改
革
に
協
力
す
る
と
と
も
に
教
員

と
い
う
職
業
の
魅
力
度
向
上
に
貢

献
す
る
。
加
え
て
外
部
人
材
や
資

源
を
発
掘
し
子
ど
も
た
ち
の
新
し

い
学
び
の
環
境
を
創
造
す
る
こ
と

を
提
唱
す
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の

将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
そ
の
現
状
を
調
査
研
究
お
よ

び
実
践
し
、
有
効
な
対
策
と
教
育

を
通
じ
て
貧
困
が
連
鎖
す
る
こ
と

な
く
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

夢
と
希
望
を
持
っ
て
成
長
す
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
た
活
動
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に

は
学
校
の
内
外
を
問
わ
ず
子
ど
も

た
ち
の
安
心
安
全
を
確
保
す
る
た

め
防
犯
、
防
災
に
関
す
る
教
育
や

活
動
お
よ
び
有
害
な
Ｉ
Ｔ
環
境
の

問
題
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
活

動
を
推
進
す
る
。

６　
重
ね
合
い
を
続
け
て

　

現
在
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
に
あ

た
り
、
今
ま
で
の
歩
み
を
止
め
る

こ
と
な
く
さ
ら
に
先
を
見
据
え
た

活
動
を
続
け
て
い
く
。

　

基
本
と
な
る
教
育
基
本
法
の
理

念
・
目
的
・
機
会
均
等
を
学
校
と

と
も
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

さ
ら
に
国
立
大
学
附
属
学
校
の
目

的
達
成
の
た
め
に
我
々
の
な
す
べ

き
こ
と
を
し
、
ま
た
今
の
時
代
に

即
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を
模
索
し

発
信
し
て
い
く
。

　

地
区
会
や
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
働

き
か
け
を
通
し
て
第
４
期
中
期
目

標
・
中
期
計
画
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
大
学
や
附
属
学
校
と

力
を
合
わ
せ
て
具
現
化
し
て
い
く

こ
と
を
念
頭
に
、
国
立
大
学
附
属

学
校
の
存
在
意
義
を
発
信
し
続
け

て
い
く
。

令和７年度　委員会活動　

1．	総務全般
2．	 	諸会議の設営	 	
（総会・正副会長会・理事会・評議員会・地区会長会、運営企画会議）

3．	地区間交流事業の実施
4．	附属学校での取り組みを発信する場の提供
5．	表彰の企画・運営
6．	文部科学省をはじめとする関係省庁、関係団体との連携
７．	 	その他

1．	広報活動全般（情報収集・情報発信・取材対応）
2．	附属だよりの企画・取材・編集・発行
3．	ホームページの企画・運営
4．	 	絵画コンクールの実施	 	
（主管校：北海道教育大学附属函館小学校・附属特別支援学校）

5．	作文・絵作文コンクールの実施
6．	その他

1．	カンガルーシップ活動助成事業の企画・実施
2．	特別支援学校・学級に関する調査研究
3．	就労支援に関する調査研究
4．	あいサポート運動関係業務
5．	附属幼稚園の取り組みに関する調査研究
6．	関係団体・特別会員特別支援学校との連携
７．	その他

1．	会計業務全般
2．	カンガルー保険関係業務
3．	GIGAスクール・働き方改革に関する調査
4．	財政教育プログラム関係業務（財務省との連携）
5．	金融経済教育プログラム関係業務（金融庁・J-FLECとの連携）
6．	その他

1．	ＰＴA研修会第16回全国大会の企画・運営
2．	全国大会実行委員会の運営
3．	ＰＴA研修会第1７回全国大会の企画
4．	国立大学附属学校全国同窓会との連携、全国同窓会運営協力
5．	その他

1．	運営企画会議への参画
2．	ＰＴA研修会第16回全国大会への参画
3．	広報活動（ホームページ運営含む）への協力

＜	特別委員会・実行委員会	＞

1．	ＰＴA研修会第16回全国大会の連絡・調整・実施
2．	ＰＴA研修会第1７回全国大会の企画・連絡・調整
3．	その他

1．	いじめ防止対策活動事業
2．	 	特別広報活動（附属学校に関する戦略的広報活動、ＳＮＳ等）の	
企画・運営

3．	７5周年に向けた事業の見直し
4．	その他

総 務 委 員 会

広 報 委 員 会

幼稚園特別支援委員会

財 務 委 員 会

研 修 委 員 会

各 委 員 会 共 通

研 修 会 実 行 委 員 会

特 別 委 員 会



　

サポート担当
研修委員会

サポート担当
全委員会

金丸　剛史

山口　美穂

（元北海道教育特支）（元東京学芸竹早幼小）（元奈良女中等教育）

全理事
専門委員

岡部太郎、安村俊己、
呉本啓郎、神余智夫、
板倉雄一郎、増田梓、
齋藤伸、森川誠

（滋賀小）（新潟長岡小）

山中　達郎 吉永　周平 春田　朋子 坂本　智紀

木幡　英雄 佐藤　充孝

松村　望

副委員長

児島　幸治

岡　孝郎
（岡山中）

(千葉小) （愛媛特支）

（岩手中） （福島小） （茨城小）

真壁　雄一 竹川　裕之
令和６年度委員長

関　健太 岩﨑　弘
北海道教育旭川中 大阪教育特支

全理事

全国大会準備員

北信越地区（会長　安藤　実理） 東海地区（会長　三枝　祐一）
（北海道教育札幌中） （北海道教育旭川中）

（宮崎中）

中瀬　正貴 田村　総司郎

連盟選出評議員 太田　千佳子 鎌田　正裕 吉田　隆 南　伸昌 木山　慶子

安藤　実理 佐藤　豊 三枝　祐一 柳場　雄貴

(鳥取中) （広島三原学校園） （高知特支） （愛媛小） （宮崎中）

中国地区（会長　山中　達郎） 四国地区（会長　春田　朋子）

評議員

北海道地区（会長　中瀬　正貴）

（元宇都宮幼） （元群馬特支）

兒玉　剛

（愛知教育名古屋小） （岐阜小中）

監　事 髙地　たか子

委員会

世古　丈人
(三重中)

羌　叡應 事務局
令和５年度 副会長

九州地区（会長　兒玉　剛）

委員長 小川　浩司 小池　秀樹中尾　かんな

森口　智志

（島根義務教育前期）

顧　問 大竹　昌士 田口　智之 西村　寧
令和３・４年度会長 令和４年度 副会長 令和６年度 委員長

東北地区（会長  木幡　英雄） 関東地区（会長　佐藤　平八郎）

直前会長 桑名　良尚 会　長 宮本　昌尚 理事会推薦理事 地区推薦理事
令和５・６年度会長 (香川坂出幼小中)

令和４年度 副会長 （神戸小） 事務局長

全国大会
実行委員会

特別委員会

萩原　清明 専務理事

羌　叡應

世古　丈人（兼） 羌　叡應（兼） 世古　丈人（兼）
（神戸小）

彦坂　秀樹

羌　叡應

主事 美野　未来

（神戸小）
田城　敏史

（島根義務教育後期）

広報 研修

担当副会長（主）

田邉　有彦
（高知小）

（琉球小）
友利　圭

（神戸中等）

近畿地区（会長　羌　叡應）
（東京中等教育）

大倉　徹

副実行委員長
（静岡浜松小） （鳴門教育幼）

財務
担当副会長（副）

全附後連理事長

連盟選出理事
塚本　博則

東京学芸小金井小

 (横浜国立横浜小)
竹下　英明 長谷川　康介

実行委員長

佐藤　平八郎

（信州松本中）

(上越中) 世古　丈人（兼）

田城　敏史
（島根義務教育後期）
羌　叡應（兼）

村上　哲平
総務

（京都教育桃山小） （東京中等教育）

中井　優
（奈良女中等教育）

間宮　達紀 原野　美沙

内田　麗奈

幼稚園特別支援
羌　叡應（兼）

実行委員会・特別委員会

委員長
田城　敏史（兼）
副委員長

(北海道教育函館小) 小川　浩司（兼）

（秋田特支）

中尾、中井、村上、小池（兼）

（3）　第125号 令和7年7月7日附　属　だ　よ　り

桑名  良尚　 直前会長  

職務経験を活かし、地区会・連盟・省庁関係・
他団体とのパイプ役として、全附P連の更な
る発展のため、全力でサポートしていきます。

世古  丈人　 副会長  全国大会実行委員長　
（研修委員会　主担当） 

大学・学校・保護者が一体となり、子どもたちの「生
きる力」を育む社会を構築できるよう、全国大会
等魅力ある研修会を企画・立案・運営していきます。

田城  敏史　 副会長　総務・財務委員会 主担当

総務および財務担当副会長として、会務運営の円滑化と組織の信頼性向
上に努め、適正予算の編成・執行を通じて健全な財政基盤の確立を図り、
関係機関と連携を深めながら持続可能な会の発展に貢献してまいります。

羌  叡應　 副会長兼専務理事　広報・幼稚園
特別支援 担当

附属学校の魅力や意義を客観的エビデンスを
もって社会に向け発信し、附属学校の公益性・
公共性を高める活動に取り組んでまいります。

中尾  かんな　 総務委員長  

組織全体の動きを把握しつつ、各地域との
連携を強化し、理事会や各事業が円滑かつ
効率的に運営できるように努めてまいります。

中井  優 　財務委員長  

職業会計人としての知見を活かし、適正な
予算執行と財務管理について取り組んでま
いります。カンガルー保険の推進を図ります。

村上  哲平　 広報委員長  

全国附属学校の取り組みやPTA活動の魅力
をより広く周知し、子どもたちの笑顔あふ
れる情報を発信するよう努めてまいります。

小川  浩司　 研修委員長   

　研修委員会では、ここにしかない学びと
交流を届けることを目指し、心に残る有意
義な研修となるよう企画運営に努めます。

小池  秀樹 　 特別委員長　　　　　　
幼稚園特別支援委員長 

多様性の理解と共生社会を育む教育活動を推
進し、各幼稚園・特別支援学校の魅力ある活
動の支援と情報発信に努めてまいります。

萩原  清明　 監事  

本会の活動方針を踏まえ、健全かつ適正な
運営が実施されていることを確認し、監査
業務をおこないます。

髙地  たか子　 監事  

全附P連の活動が、時代に即し公共性の高い
運営をしているか、監事として公正な監査
を実施したい、と思い新たにしております。

彦坂  秀樹　 事務局長  

附属学校園が国の拠点校、地域のモデル校と
しての役割を果たすべく、事務局として全附
Ｐ連と全附連盟の活動を支えてまいります。

中瀬  正貴　 北海道地区会長   

北海道地区の各学校園や後援会としっか
り連携し、子供たちの為に学校と家庭を
繋ぐ架け橋でありたい。

木幡  英雄　 東北地区会長  

地区間の交流を図り、各学校園の取り組み
が（P）ぱぁっと（T）楽しく（A）明るい活動に
寄与できるよう努めます。

佐藤  平八郎　 関東地区会長  

教育環境のみならず様々な変革を求められ
る時代だからこそ、子供たちの為に夢を語
り合える附属学校園となりましょう。

安藤 実理　 北信越地区会長  

家庭・地域・大学との連携の視点から、
PTAのあり方や役割について各学校園の
課題を共有し、解決に取り組みます。

三枝  祐一　 東海地区会長  

東海地区のみならず他の地区とも情報を共有
し、子どもたちが安全・安心に、笑顔で生活
できる教育環境作りに取り組んでまいります。

羌  叡應　 近畿地区会長  

近畿地区37校園の連携強化を図り、地区間交
流を促進し、全附P連との情報共有に努め、
組織改革と課題解決に取り組んでまいります。

山中  達郎　 中国地区会長  

国立大学附属学校園の伝統を守りながら子どもたちの未
来のために活動していきたいと思います。中附連・中附
Ｐ連鳥取大会への皆さまのご参加をお待ちしております。

春田  朋子　 四国地区会長  

子供たちが笑顔で過ごしやすい学校生活を送る
ために、他附属学校園との情報交換を深め連携
し、時代に即したPTA活動を取り組んでいきます。

兒玉  剛　 九州地区会長 

多様な価値観を尊重しつつ、子どもを真ん中に
して集うチーム附属として力をあわせ、共に学
び支え育っていけるよう活動を行います！

令和７年度　全附Ｐ連 活動方針

令和７年度　全附Ｐ連 組織図

直前会長｜副会長｜委員長｜監事｜地区会長

役員｜理事｜監事｜顧問｜評議員
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省庁等の取組み省庁等の取組み

ICTリテラシー向上に向けた官民連携プロジェクト
「DIGITAL POSITIVE ACTION」の推進について

総務省 情報流通行政局 情報流通振興課 情報活用支援室 
室長 西 久美子 氏

　一般社団法人全国国立大学附属学校PTA連合会におかれましては、
PTA活動を通じ、子どもたちの健全育成のために多大なる御尽力を頂い
ておりますこと、心より御礼申し上げます。
　今般、SNS等の爆発的な普及による利用形態の多様化、AI等の技術革
新により、デジタル活用にかかるルールやマナーの理解が追い付いてい
ない状況が生じているとともに、様々な形態の偽情報・誤情報の流通・
拡散も社会問題化しております。また、インターネット利用の低年齢化
も年々進んでおり、情報通信を安心・安全に利用するためのICTリテラ
シーの一層の向上が求められています。
　総務省では、本年１月に、官民連携のICTリテラシー向上にかかる意
識啓発プロジェクト「DIGITAL POSITIVE ACTION」を発足しました。
プラットフォーム事業者、通信事業者、IT関連企業、関連団体と連携の下、

「つくろう！守ろう！安心できる情報社会」というスローガンをもとに、
利用者のICTリテラシー向上を目的として、官民の取組を集約した総合
ウェブサイトの充実、リテラシーに関する調査・分析、多様な企業・団
体によるセミナー・シンポジウムの開催、普及啓発のための教材の作成、
参画事業者によるサービス設計上の工夫等自主的な取組の促進などの取
組を行っております。

　その一環として、総務省では、
デジタル空間での特性を理解
し、新たな課題にも対処できる
ICTリテラシーについて、最新
の事例も用いながら世代別（青
少年向け、保護者向け、シニア
向け）啓発教材「5つの分野の
ICTリテラシーを学ぼう～つく
ろう！守ろう！安心できる情報社会～」を公表しております。また、「イ
ンターネットとの向き合い方～ニセ・誤情報にだまされないために～」
では、災害時に広まる偽・誤情報など最新事例や生成AIの影響、民主主
義への影響等を踏まえて、偽・誤情報について学ぶことができます。
 

　さらに、総合ウェブサイトにて官民のリテラシー教材・コンテンツを
年齢層及びレベル別にマップ化した「教材マップ～まなびパレット～」
を掲載し、利用者それぞれに合う教材・コンテンツを一目で分かるよう
にする工夫をしております。多様な教材がありますので、保護者の方々
におかれまして是非ご活用いただければ幸いです。

　
現
代
に
お
い
て
、
他
者
や
社
会
と
つ
な
が
る
手
段
と
し

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ

テ
ィ
ブ
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
は
特
に
重
要
だ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
一
方
で
、不
適
切
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
の
接
触
、

過
度
な
利
用
に
よ
る
影
響
な
ど
の
懸
念
を
抱
く
保
護
者
や

教
育
者
の
方
々
が
い
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
ま
す
。
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
な
ど
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
企
業
と
し
て
、
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
で
は

青
少
年
が
安
全
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
で
き
る
よ
う
様
々
な
角

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
根
幹
と
な
る
の
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
認
め
ら

れ
る
行
為
と
認
め
ら
れ
な
い
行
為
を
定
め
た
ポ
リ
シ
ー
の

策
定
と
施
行
で
す
。
人
工
知
能
を
活
用
し
た
独
自
の
技
術

と
、
日
本
語
を
含
む
様
々
な
言
語
に
対
応
す
る
チ
ー
ム
に

よ
る
審
査
を
組
み
合
わ
せ
、
ポ
リ
シ
ー
に
違
反
す
る
コ
ン

テ
ン
ツ
の
迅
速
な
検
出
に
努
め
て
い
ま
す
。
安
全
対
策
に

携
わ
る
人
材
は
世
界
中
で
４
万
人
以
上
、平
成
28
年
以
降
、

安
全
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
投
資
額
は
２
０
０
億
ド
ル
に

上
り
ま
す
。

　
10
代
の
安
全
な
利
用
に
関
わ
る
取
り
組
み
の
代
表
例
は

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
の
「
テ
ィ
ー
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
」
で

す
。
日
本
で
は
令
和
７
年
１
月
に
導
入
を
開
始
。
対
象
は

13
歳
～
17
歳
の
利
用
者
で
、
安
全
の
た
め
の
様
々
な
設
定

が
自
動
的
に
適
用
さ
れ
る
の
が
特
長
で
す
。
例
え
ば
、
見

知
ら
ぬ
人
か
ら
の
不
適
切
な
接
触
を
減
ら
す
た
め
、
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
な
い
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
受
信
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
対
象
年
齢
で
あ
れ
ば
例
外
な
く
テ
ィ
ー
ン

ア
カ
ウ
ン
ト
に
移
行
す
る
た
め
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
詳
し
く
な
い
、

あ
る
い
は
子
ど
も
の
利
用
を
見
守
る
時
間
を
十
分
に
取
れ

な
い
保
護
者
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。 青

少
年
の
安
全
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の
た
め
に

テ
ィ
ー
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
や
啓
発
活
動
な
ど
、

Ｍｅ
ｔａ
の
取
り
組
み
の
ご
紹
介

　
同
機
能
の
認
知
向
上
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
令
和
７

年
４
月
に
は
10
代
の
子
ど
も
を
持
つ
複
数
の
ク
リ
エ
イ

タ
ー
と
連
携
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
上
で
当
事
者
の
目

線
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
投
稿
は
２
５
０
万
人
以
上
に
リ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。
青

少
年
支
援
に
関
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
保
護
者
な
ど
60
名
以

上
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
ほ
か
、
全
附
Ｐ
連
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
テ
ィ
ー
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
関

す
る
話
し
合
い
の
コ
ツ
を
ま
と
め
た
チ
ラ
シ
を
全
国
の
附

属
中
学
校
に
配
布
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
と
子
ど
も
の
対

話
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
観
点
で
は
、
中
高
生
を

対
象
と
し
た
出
張
授
業
「
み
ん
な
の
デ
ジ
タ
ル
教
室
」
も

展
開
し
て
い
ま
す
。
あ
る
授
業
で
は
地
域
で
災
害
が
起
き

た
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
で
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実

施
。
近
隣
の
人
々
が
必
要
と
す
る
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

し
、
社
会
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
も
た
ら
す
方
法
を
考

え
ま
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
令
和
２
年
の
開
始
以
降
、
延

べ
４
万
人
以
上
の
中
高
生
が
受
講
し
て
お
り
、
成
果
に
手

応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
代
社
会
に
お
い
て
デ
ジ

タ
ル
技
術
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
避
け
て
生
活
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
も
た
ら
す
利
点
に
よ
っ
て
人
生

を
豊
か
に
し
、
リ
ス
ク
を
避
け
て
安
全
に
活
用
す
る
た
め

に
は
、
子
ど
も
だ
か
ら
と
一
概
に
利
用
を
制
限
す
る
の
で

は
な
く
、
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
大
人
た
ち
の
見
守

り
の
も
と
向
き
合
い
方
を
学
び
、
大
人
も
共
に
考
え
る
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
テ
ィ
ー
ン
ア
カ
ウ
ン

ト
や
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
、
弊

社
の
そ
の
よ
う
な
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
は
今
後
も
、
ポ
リ
シ
ー
や
安
全
対
策
の
見
直

し
、機
能
や
啓
発
活
動
の
拡
充
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

青
少
年
の
安
全
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の
た
め
に
は
、
事
業
者
、

保
護
者
、
教
育
機
関
、
関
係
省
庁
な
ど
、
多
様
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
が
知
見
を
持
ち
寄
り
、
協
力
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
引
き
続
き
保
護
者
の
方
々
と
子
ど
も
た
ち
の

声
に
耳
を
傾
け
、
教
育
機
関
や
関
係
省
庁
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

等
と
の
連
携
を
深
め
、
青
少
年
の
安
全
な
ネ
ッ
ト
利
活
用

に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｍｅ
ｔａ
日
本
法
人

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

公
共
政
策
本
部　

ポ
リ
シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

�

栗
原 

さ
あ
や 

氏



生成 AI 活用の可能性 
～生成 AI を活用した中学校国語・英語の「書く力」の向上をめざす授業実践から～ 

大阪教育大学附属池田中学校 
 

１１．．ははじじめめにに  

学習指導要領は、「情報活⽤能⼒」を学習の基盤となる資質・能⼒と位置づけ、情報技術を学習や⽇常

⽣活に活⽤できるようにすることの重要性を強調している。このことを踏まえれば、新たな情報技術である

⽣成 AI が、どのような仕組みで動いているのか、利点や問題点は何なのかという理解、どのように学びに

活かしていくかという視点、近い将来使いこなすための⼒を意識的に育てていく姿勢は大切である。その⼀

⽅、⽣成 AI は発展途上にあり、多⼤な利便性の反⾯、個⼈情報の流出、著作権侵害のリスク、偽情報の

拡散、批判的思考⼒や創造性、学習意欲への影響等、様々な懸念も指摘されており、教育現場における活

⽤にあたっては、児童⽣徒の発達の段階を⼗分に考慮する必要がある。 

本校では、生成 AI のツールとして「スタディポケット」を導入している。スタディポケット for STUDENT

は、生徒の個別最適な学びや協働的な学びの一助として、スタディポケット for TEACHER は、教員の業

務軽減を目的としている。そして、昨年度から⽂部科学省より発出された、「生成 AI の利用に関する暫定

的なガイドライン」をもとに「書く力」の向上をめざして、国語・英語の授業で生成 AI を活用している。 

 

２２．．英英語語科科のの授授業業実実践践  

(1)授業の流れ 

事前指導 → 提示されたテーマについて自身の力で書く  →生成 AI を用いて書き直す → 違うテー

マについて自分の力で書く 

(2)成果と課題 

成果として、内容・構成・語彙の向上や個別最適な指導、教員負担

の軽減が見られた。一方、正確性の改善は限定的であった。フィードバ

ックを有効に取り入れるためにもメタ認知力・批判的思考力・読解力

の育成が今後の鍵となる。 
 

３３．．国国語語科科のの授授業業実実践践  

(1)授業の流れ 

事前指導 → ２つの説明的文章を読み、それぞれの文章構成の工夫についてスピーチの発表原稿を自

分の力で作成する → 生成 AI を活用し、作成した発表原稿の推敲を行う → 完成した最終原稿をも

とに、スピーチを行う 

(2)成果と課題 

成果は、「個別最適な学び」の実現が図れた。生成 AI のフィードバックを取捨選択した理由や根拠を毎

時間ポートフォリオに記録させることで、生徒はメタ認知力や批判的思考力を働かせながらスピーチ原稿を

作成することができた。一方で、AI の情報をファクトチェックする姿勢や、自分の言葉で表現する意識を育

てることの重要性も見えてきた。 

 

４４．．おおわわりりにに  

生成 AI の活用が手段の目的化とならないよう、「単元のねらい」や「育てたい資質・能力」を明確にし

た実践が重要である。今後は効果と課題の検証を重ね、個別最適・協働的な学びに生かすとともに、プロ

セス重視の評価方法や教師と AI の役割分担の整理が求められる。 

香川大学教育学部附属幼稚園 

「働きやすさ」と「働きがい」が感じられる職場づくりを目指して 

（令和６年度） 
チームで保育の質の向上を目指すうえで「働きやすさ」と「働きがい」が感じられる職場づくりは重要であると捉え、

共に意見を出し合いながら「保育者の負担軽減」と「保育の質」の両側面から業務の改善に取り組んでいます。 
 
業務改善に向けた見直しの実際 
○ 短期指導計画（週案）の見直し 
○ 指導計画の修正 
○ 子どもと共につくる園生活 
○ 日々の振り返り 
○ 記録及び情報の発信 
○ 自己評価 

短期指導計画（週案）の見直し 
★ 「子どものねらい」だけでなく「保育者の

ねらい」も書く。 
★ 「保育者のねらい」は、保育中に意識しや

すいよう、一つまたは二つに絞る。毎週変
えなくてもよい（ねらいを継続することにも
意味がある）。 
→ 負担感が軽減するだけでなく、自ら課

題を捉え、よりよい保育者になろうとす
る向上心が生まれた。 

★ 毎週、保育者全員のねらいを一覧にし、
意識の共有を図る。 
→ ４週分の全員のねらいを一つのシート

に集約することで、保育者自身の意識の
変容や成長の可視化につながった。 

自己評価 

子どもと共につくる
園生活 

これまで当たり前
のように保育後の業
務として行っていたこ
とを、園生活の一部と
して子どもたちと一緒
に行う。（例：畑の土
や畝作り） 
→ 子どものよさに気

付く機会となり、そ
の後の園生活の充
実につながった。保
育後の時間的余裕
も生まれた。 

指導計画の修正 

記録及び情報の発信 
月末に、保育記録の一部をクラスだ

よりやホームページ用に書き直して保
護者へ発信していたのを、毎日のイン
スタグラムやＦａｃｅｂｏｏｋでの投稿に変
える。 ※事例研究は継続 
→ 保護者にタイムリーに園の様子や

考えを理解してもらえる。子どもの育
ちを共に喜び合える関係が築きやす
くなった。「他のクラスのこともよく分
かる」と、子どもたちの育ちについ
て、保護者の関心も高まっている。投
稿への反応が目に見えて分かり、保
育者の喜びや働きがいにつながって
いる。 

日々の振り返り 
１週間分まとめて副園長に提出していた保

育記録を、毎日提出する方法に変え、副園長
はその日のうちに記録へのコメントを返す。 
→ 記録を返す際にも対話が生まれ、語り合

いの中で得た明日の保育の手がかりを、
翌日からの保育に生かせるようになった。 

個々の保育者が見付けた、保育の楽しみ方 
～自分（たち）らしさを生かした保育の展開～ 

・“先が見えない展開”こそ楽しい保育 
・子どもと共に成長を楽しみながら 
・立場を生かした保育ができることが楽しい 
・“楽しい”って何！？“自分らしく”っていったい何だ？ 
・連携の中で子どもを理解し、子どもに合った支援を見付けていく 

                

              東東京京学学芸芸大大学学附附属属竹竹早早中中学学校校
         

１１．．竹竹早早中中学学校校のの概概要要

  【教育理念】「自ら求め、考え、表現し、実践できる生徒」ならびに「他人の立

場や意志を尊重できる、視野の広い生徒」の育成を柱とする。前者は「主体性」、

後者は「多様性」を育む教育として実践しています。

２２．．竹竹早早地地区区幼幼小小中中連連携携教教育育研研究究

東京学芸大学主導の産官学連携プロジェクト「未来の学

校 みんなで創ろう。プロジェクト」の一環として、未来

を切り拓く子どもの主体性が活きる学び」の実現のための

実践研究を行っています。本プロジェクトの目的は、学校、

企業、教育委員会等が連携し、共通のプロジェクト・ビジ

ョン「好きに、挑む」を実現する未来の学校モデルを開発

することです。

３３．．ややりりぬぬくく力力をを育育ててるる「「ＤＤププロロジジェェククトト」」のの研研究究

２０１８年度から取り組んできた「多様性の教育」の研

究を深化拡充させるために、生徒自らの発案に基づく活動

（通称「ＤＤプロジェクト」）による教育実践を推進すると同

時に、その実践においてどのような学びが実現するのか、

また活動を推進するにはどのような学校環境が必要なのか

を検討しています。

ＤＤプロジェクト学習においては、「子どもも教師

も、誰もがワクワクできる学び」を具体化するよう

な教育実践を、９教科１１領域それぞれの授業実

践に加えて実施しており、本校の総合学習や課外

活動における教育実践の特徴を際立たせるもので

す。また、ＤＤプロジェクトにおいては、個人の想い

や願いを実現しようとする場を設定し、周囲と協

働して活動することを通して自分の思いや願いに

挑戦する経験を生徒に与え、主体性の育成と多様

性を価値とするような意識の醸成をねらいとした

プロジェクト型活動として取り組んでいます。

この活動を通して様々な知識を獲得するだけでなく、問題発見・提起能力、問題解決能力、コミュニケーショ

ン能力、プレゼンテーション能力等の資質も養われ、単なる調べ学習に終わるものではなく、その成果を広く社

会に貢献することもねらいとしており、次年度も新たなプロジェクトを立ち上げ、実践を重ねていきます。

Dream（主に積極性，主体性，興味関心に関わる概念） 

Decide（主に主体性，思考・判断・表現に関わる概念） 

Develop（発展性，成長，学びに関わる概念）      

「「好好ききにに、、挑挑むむ」」ここととががででききるる未未来来のの学学校校のの創創造造  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部活動の価値を未来につなぐ挑戦 
 部活動改革は、働き方改革という文脈で考え進めていくと、子ども不在の改革になりがちです。こ
れまでの本校の取組を振り返ってみると子どもの視点に立った改革を進めていくことがいかに大切
であるかがわかりました。本校では、次の３つの視点を大切にしながら改革を進めてきました。 
① 技術面での指導を専門家に手放すことにより、生徒の技能向上を図るとともに、活動に対する向

き合い方を変え、生徒主体の学びの場として部活動を位置づける。 
② 生徒のやりたいことを尊重し活動の自由度を上げるため、サークル活動を立ち上げることを可能

にする。学校をやるべきこと、してはいけないことばかりを教える場から、やりたいことが少しでも実
現できる場（生徒エージェンシーを発揮できる場）に変える。 

③ 民間企業と連携し教員以外の様々な大人が地域の子どもたちと関わる豊かな学びの場を提供
し、埼玉大学教育学部附属中学校を地域スポーツの拠点として価値づける。 

 部活動改革に向けたアクション 

令令和和４４年年度度  
・部活動改革ワーキンググループを設置し部活動廃止やクラブへの移行について検討をし、職員
会議において令和６年６月の大会終了後にクラブ・サークル化への移行を決定しました。さら
に、２月には今後の部活動の在り方についての文書を生徒・保護者に配布しました。 

令令和和５５年年度度  
・部活動改革ＷＧにおいて本校の教育方針を民間会社に理解していただきながら、今後の部活動
の在り方について時間をかけて協議を重ね、目指す姿の共有を図りました。また、入学希望者
対象の学校説明会では、土日の運動部と吹奏楽部の活動が民間委託となり、他の文化部はサー
クルに移行することなどを説明しました。 

令令和和６６年年度度  
・３年生の大会までは試行期間とし、顧問教員と外部指導者が連携して土日の部活動の指導にあ
たり、緩やかな移行に努めましたが、生徒総会での部活動のクラブ・サークル化の案は、生徒
の不安が解消されず、クラブ・サークル化の提案が否決されました。生徒への聞き取りでは
「賛成すると部活ができなくなる」「急な話で賛成できなかった」といった話があったため、パ
ブリックコメントを通して丁寧に説明をしていき、７月の臨時生徒総会で可決されました。 

運動部と吹奏楽部のクラブ化 

休日に専門家から受けた技術指導をもとに、平
日には休日で学んだ技術や練習方法を生徒自
らの運営により試していき、再び休日にフィード
バックを受けるという学びの場に活動の位置付
けを変更しました。教員の役割は生徒による運
営の見守り・指導とし、基本的に技術面の指導
はしていません。また、長期休業中には、希望者
対象に専門家による走力向上や栄養バランスに
関する講習会などの特別企画を実施。学校施設
が空いている時間帯には、小学生以下のスポー
ツ教室を定期的に開設し、附属中の地域スポー
ツの拠点化に向けた取組を進めています。 

埼玉大学教育学部附属中学校 
～子どもと教員の Well-being のために 

      

文化部のサークル化 

吹奏楽部以外の文化部のサークル化を進めました。生
徒がメンバーを集め、顧問の先生を探し、活動方針と計
画を書面により届け出ることによって誰でも自由にサー
クルを立ち上げることができる仕組みを作りました。現
在、８つのサークルが立ち上がっています。 

教員は家族との時間（赤の時間帯））が十分取れ、研究時
間も無理なく確保できようになりました。部活動改革は教
育の質の向上にもつながっています。 

休日：外 部 指 導 者 に よ る 指 導 

平日：生徒主体の運営（週２日程度） 

（5）　第125号 令和7年7月7日附　属　だ　よ　り
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第125号 令和7年7月7日　（6）附　属　だ　よ　り

全附Ｐ連特集 「不登校支援について」
は
じ
め
に

　

不
登
校
の
増
加
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。図
1
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

小
中
問
わ
ず
急
激
に
増
加
し
て
お

り
、
１0
年
間
で
3
倍
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
中
学
校
で
は
約
7
％

の
子
ど
も
た
ち
が
不
登
校
状
態
で

す
。
不
登
校
の
定
義
は
、「
何
ら
か

の
理
由
で
30
日
以
上
の
欠
席
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
29
日
ま
で
の
欠
席
者

は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
潜
在
的
不
登
校
児
童
生
徒
は
さ

ら
に
多
く
、
今
後
こ
の
動
向
は
し
ば

ら
く
継
続
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

1
．
長
期
化
さ
せ
な
い
こ
と

　
近
年
の
不
登
校
の
特
徴
は
急
速
に

長
期
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
理
由
は
簡
単
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、

ゲ
ー
ム
な
ど
、
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ

ば
不
自
由
な
く
1
日
過
ご
せ
て
し
ま

う
の
で
す
。
１0
年
ぐ
ら
い
前
だ
と
、

新
型
の
ゲ
ー
ム
機
や
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

を
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
W
i
f
i
が
完
備
し
て

い
れ
ば
十
分
楽
し
め
る
で
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
に
よ
り
テ
レ
ビ
番
組
や
マ
ン

ガ
に
も
ア
ク
セ
ス
で
き
、
あ
っ
と
い

う
間
に
1
日
が
過
ぎ
て
い
っ
た
と
い

う
感
覚
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
し
3
日
間
そ
の
よ
う
な
生
活
を

し
て
、4
日
目
に「
さ
あ
学
校
に
行
っ

て
勉
強
し
よ
う
」
と
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
テ
ス
ト
が
近
か
っ
た
り
、

友
達
と
の
関
係
も
良
好
で
な
か
っ
た

り
す
る
場
合
は
な
お
さ
ら
体
が
重
い

は
ず
で
す
。
１0
日
間
休
ん
で
し
ま
っ

た
ら
余
計
に
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
り

ま
す
。
3
ヶ
月
も
学
校
に
い
け
ず
、

上
記
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た

ら
、
登
校
そ
の
も
の
が
恐
怖
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

2
．
ど
こ
か
に
つ
な
が
る
こ
と

　
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
ど
こ
に
も

つ
な
が
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
急
増

し
て
い
る
点
で
す
。
図
2
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
薄
い
緑
色
は
学
校
内
外
で

専
門
的
な
相
談
・
指
導
を
受
け
て
い

な
い
児
童
生
徒
の
割
合
を
指
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
学
校
に
も
、
専
門
機

関
に
も
、
民
間
の
支
援
団
体
に
も
ど

こ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
子
ど
も

た
ち
が
増
加
し
て
い
る
の
で
す
。

　
理
由
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

い
く
つ
か
想
定
さ
れ
ま
す
。
1
つ
は

あ
ま
り
に
も
自
宅
内
で
の
生
活
で
完

結
し
て
し
ま
っ
て
い
て
、
外
に
出
て

行
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
薄
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

学
校
に
行
け
な
い
こ
と
で
悩
ん
で
は

い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
で
は
特

に
困
っ
て
は
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
も
う
１
つ
は
、
あ
ま
り
に
も

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
し
す
ぎ

て
、
学
校
側
も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
仮
に
１

ク
ラ
ス
に
３
名
程
度
の
不
登
校
生
徒

が
存
在
す
る
と
、
担
任
の
先
生
が
毎

日
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る
の
は
事
実
上

不
可
能
で
し
ょ
う
。
ク
ラ
ス
に
は
、

長
期
欠
席
者
の
み
な
ら
ず
、
長
期
化

し
つ
つ
あ
る
ハ
イ
リ
ス
ク
な
子
ど
も

や
、
そ
の
他
生
徒
指
導
的
な
問
題
行

動
を
呈
す
る
子
ど
も
、
学
習
や
生
活

面
で
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
な
ど
、
多
様
な
背
景
を
有
す
る

子
ど
も
が
存
在
し
ま
す
。
日
本
の
学

級
担
任
制
度
で
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
対

応
は
担
任
に
任
さ
れ
て
い
る
の
で
、

同
時
多
発
的
に
問
題
が
発
生
す
れ

ば
、
途
端
に
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

3
．�

保
護
者
の
方
に
留
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

「�

粘
り
強
く
、子
ど
も
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
」

　

ご
子
息
が
不
登
校
状
態
に
な
れ

ば
、誰
で
も
悩
み
苦
し
い
は
ず
で
す
。

き
っ
と
焦
り
や
将
来
に
対
す
る
不
安

が
強
ま
り
、
自
分
の
子
育
て
の
ど
こ

に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
と
自
問
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
不
登
校
状

態
に
あ
る
子
ど
も
が
、
登
校
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
全
て
の
問
題
が
解

決
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
再

登
校
だ
け
を
目
標
設
定
す
る
こ
と
は

間
違
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、「
行
き
た
く
な
い
の
な

ら
行
か
な
く
て
も
よ
い
」と
判
断
し
、

一
切
の
登
校
刺
激
を
排
除
す
る
こ
と

も
合
理
的
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

重
要
な
の
は
子
ど
も
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
す
。
少

な
く
と
も
一
緒
に
食
事
を
と
る
こ
と

は
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
不
登
校
児
童
生
徒
の
ほ
と
ん

ど
は
、「
学
校
に
行
け
た
ら
よ
い
と

思
っ
て
い
る
け
ど
い
け
な
い
」「
こ

の
ま
ま
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
ら
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
？
」「
こ
ん
な
状

態
で
親
に
心
配
を
か
け
て
申
し
訳
な

い
」
と
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
５0
年
の

人
生
経
験
の
あ
る
成
人
な
ら
、

「
1
，
2
年
学
校
に
行
か
な
く
て
も

人
生
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
」
と
思
え

る
の
で
す
が
、
10
年
程
度
の
過
去
の

蓄
積
し
か
な
い
子
ど
も
は
、
3
ヶ
月

も
学
校
に
行
っ
て
い
な
い
自
分
に
対

し
て
、
極
端
に
否
定
的
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
で
こ
う
話
し
か
け
て
く
だ
さ

い
。「
何
に
困
っ
て
い
る
の
？
」「
困
っ

て
い
る
こ
と
な
い
？
」「
助
け
に
な

る
た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る

の
？
」そ
し
て
、こ
ん
な
こ
と
に
困
っ

て
い
る
と
か
、
分
か
ら
な
い
け
ど
苦

し
い
と
か
、言
葉
が
発
せ
ら
れ
た
ら
、

「
〇
〇
に
困
っ
て
い
る
ん
だ
ね
」「
分

か
ら
な
い
け
ど
、
苦
し
い
ん
だ
ね
」

と
繰
り
返
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
だ
け
で
結
構
で
す
。
無
理
に
解

決
案
を
提
示
す
る
と
、
次
の
会
話
が

出
て
こ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
朝
食
と
夕
食
だ
け
は
一
緒
に
食

べ
よ
う
ね
」
と
か
「
ネ
ッ
ト
は
9
時

ま
で
だ
よ
」と
か
、一
定
の
約
束（
親

か
ら
の
お
願
い
）
も
効
果
的
だ
と
思

い
ま
す
。
決
し
て
押
し
つ
け
る
の
で

は
な
く
、
合
意
形
成
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
合
意
形
成
す
る
た
め
に
は
、
1

回
の
話
し
合
い
で
決
着
さ
せ
よ
う
と

し
な
い
こ
と
で
す
。
最
初
か
ら
何
十

回
も
話
し
合
い
を
重
ね
る
覚
悟
で
、

粘
り
強
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

「�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
へ
の
依

存
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」

　
前
述
の
よ
う
に
一
部
の
例
外
を
除

き
、
不
登
校
状
態
が
長
期
化
す
る
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
依
存
状
態
に
な

る
の
は
時
間
の
問
題
で
す
。
昼
夜
逆

転
し
た
り
、
食
生
活
そ
の
も
の
も
不

安
定
化
し
た
り
し
ま
す
。
こ
の
状
態

に
な
る
と
再
登
校
ど
こ
ろ
か
、
外
の

世
界
に
出
て
行
く
と
い
う
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
著
し
く
低
下
し
ま
す
。

　
最
も
危
険
な
の
は
、
ネ
ッ
ト
を
制

限
し
よ
う
と
す
る
と
、
保
護
者
に
対

し
て
攻
撃
的
な
行
動
を
と
っ
て
し
ま

う
状
態
で
す
。
親
に
対
し
て
暴
言
や

暴
行
を
呈
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
や

り
た
い
よ
う
な
生
活
を
崩
さ
せ
な
い

よ
う
に
抵
抗
し
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
い
わ
ば
、
親
と
子
ど
も
の

立
場
が
逆
転
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
す
。

　
い
わ
ゆ
る
家
庭
内
の
暴
力
が
進
行

す
る
と
、
保
護
者
も
外
部
に
相
談
で

き
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
に
落
と

し
穴
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
学
校
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
相
談
可

能
な
外
部
機
関
は
豊
富
に
存
在
し
ま

す
。
児
童
相
談
所
、
少
年
鑑
別
所
の

地
域
支
援
課
、市
町
村
の
相
談
窓
口
、

警
察
（
生
活
安
全
課
の
少
年
係
）
等

で
す
。
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
の
よ
う
な
相
談
機
関
は
難
し

い
問
題
の
専
門
家
が
常
駐
し
て
い
ま

す
。困
っ
た
ら
相
談
す
る
こ
と
で
す
。

　
親
子
で
立
場
が
逆
転
し
な
い
た
め

に
も
継
続
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
不
登
校
で
お

互
い
苦
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
親
子

の
絆
が
強
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
で
は
人
生
の
ど
こ
か
の
時
点

で
社
会
適
応
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

と
感
じ
ま
す
。
不
登
校
状
態
時
に
、

将
来
社
会
参
加
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
貯
金
を
し
て
い
た
よ
う
な
も

の
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

で
は
、「
積
極
的
に
貯
金
し
ま
し
ょ

う
」
と
背
中
を
押
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
や
は
り
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
第
1
な
の
で
す
。

4
．�

先
生
に
留
意
い
た
だ
き

た
い
こ
と

　
文
部
科
学
省
の
問
題
行
動
調
査
で

は
、
学
校
側
は
不
登
校
の
原
因
に
つ

い
て
回
答
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、「
教
職
員
と
の
関
係
」

で
不
登
校
に
な
っ
た
と
回
答
す
る
割

合
は
約
3
％
で
す
。
そ
の
傾
向
は
何

十
年
間
も
変
化
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
不
登
校
当
事
者
で
あ
る
子

ど
も
に
尋
ね
る
と
、
全
く
異
な
る
結

果
に
な
り
ま
す
。
先
生
と
の
関
係
が

き
っ
か
け
で
不
登
校
に
な
っ
た
と
回

答
す
る
子
ど
も
は
、
約
30
％
に
も
上

る
の
で
す
。
私
は
不
登
校
問
題
が
な

か
な
か
解
決
し
な
い
原
因
は
一
部
こ

こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
担
任
の
先
生
と
は
上
手
く
い
か
な

い
、
こ
の
先
生
の
ク
ラ
ス
で
は
と
て

も
や
っ
て
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る

不
登
校
児
童
生
徒
は
約
3
割
存
在
し

ま
す
が
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
は
、
そ

の
こ
と
を
担
任
の
先
生
に
相
談
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
保
護
者

の
方
々
も
、
先
生
が
き
っ
か
け
で
不

登
校
に
な
っ
た
と
は
い
い
に
く
い
は

ず
で
す
。
学
校
長
も
担
任
の
先
生
の

対
応
や
態
度
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘

す
る
の
は
相
当
勇
気
が
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

学
校
以
外
に
相
談
で
き
る
専
門
家
や

機
関
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
学
校
側
も
「
自
分
達
に
相
談
で

き
な
い
こ
と
は
、
積
極
的
に
外
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
え
る
よ
う
に

な
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
先
生

と
の
不
良
な
関
係
が
不
登
校
の
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
約
3

割
に
上
る
こ
と
を
、
学
校
側
は
謙
虚

に
受
け
取
り
、
抱
え
き
れ
な
い
問
題

を
抱
え
よ
う
と
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
学
校
は
こ
れ
ま
で
の
万
能
感
を

排
除
し
、
不
登
校
の
長
期
化
を
何
と

か
く
い
止
め
る
よ
う
な
具
体
的
な
手

立
て
を
仕
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

図 1　小中学校における不登校の増加現象（10年間で約 3倍）

図 2　どこにもつながっていないケースが急増

不
登
校
の
子
ど
も
へ
の
支
援
、

保
護
者
へ
の
支
援
、
先
生
へ
の
支
援

三
重
大
学
教
育
学
部
　

特
別
支
援
教
育
講
座
　
医
学
分
野
　
教
授
　
松
浦
　
直
己
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1961年生まれ、徳島県鳴門市在住。鳴門教育大学大学院修了。小学校教諭、鳴門市立図書館副館長を経て
オフィスKUSUNOKIを設立。現在は作家として児童文学を中心とする創作活動と講演活動を続けている。
絵本『おこだでませんように』（小学館）が2009年度全国青少年読書感想文コンクール課題図書に、2011年
には、IBBY（国際児童図書評議会）障害児図書資料センターが発行する推薦本リスト「世界のバリアフリ
ー絵本」に選出される。 同作品で第2回JBBY賞バリアフリー部門受賞。2013年には『メガネをかけたら』（小
学館）が全国青少年読書感想文コンクール課題図書に選定される。『メロディ』（ヤマハミュージックエンタテ
インメントホールディングス）『ええところ』(Gakken)、『ふくびき』（小学館）『ともだちやもんな、ぼくら』『え
えことするのは、ええもんや』(共にえほんの杜)『ダメ！』(佼成出版)『しょうじき50円ぶん』(あかつき
教育図書)等、小学校（2024年度改訂）・中学校（2025年度改訂）の教科書において、小学校1年生～中学校3
年生の全学年の教科書に作品が採用・掲載される。『あなたの一日が世界を変える』（PHP研究所）『Life』（瑞雲
舎）『わたしがはやくねるわけはね……』（小学館）等200作品を超える著作は海外でも広く読まれている。

受賞者一覧

略　歴

審査委員長

くすのき しげのり氏

審査委員長
　
こ
の
「
作
文
・
絵
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
テ
ー
マ
は
、「
先

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
「
先

生
と
の
思
い
出
」
で
す
。
第
7

回
目
と
な
る
今
年
度
も「
作
文・

絵
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
は
、

全
国
の
国
立
大
学
の
各
附
属
学

校
か
ら
素
晴
ら
し
い
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
児
童
文
学
作
家
と
し
て

世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
の
心
に

届
け
る
作
品
を
書
い
て
き
ま
し

た
。
私
の
作
品
に
は
、
魔
法
使

い
が
出
て
き
た
り
突
然
不
思
議

な
力
が
つ
い
た
り
と
い
う
こ
と

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど

審査委員長講評
も
た
ち
の
心
の
中
に
あ
る
た

い
せ
つ
な
思
い
を
テ
ー
マ
に

し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、

こ
う
し
た
物
語
の
背
景
は
家

庭
や
学
校
で
す
。
と
り
わ
け

学
校
が
舞
台
の
作
品
が
多
い

の
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ぶ
機
会
に
溢
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
応
募
作
品
同

様
、今
回
の
応
募
作
品
に
も
、

そ
ん
な
学
校
の
様
子
や
先
生

と
の
学
校
生
活
が
い
き
い
き

と
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
先
生
に
対
す
る

信
頼
や
尊
敬
や
感
謝
の
気
持

ち
も
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
、
審
査
を
し
な
が
ら
心
動

か
さ
れ
る
作
品
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
応

募
者
一
人
一
人
に
、
そ
う
し

た
素
晴
ら
し
い
先
生
と
の
心

に
残
る
出
会
い
や
学
校
生
活

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
あ
た
り
ま
え

だ
と
思
わ
れ
が
ち
な
毎
日
の

学
校
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
場

面
に
は
、
多
く
の
先
生
方
の

温
か
い
ま
な
ざ
し
が
あ
る
の

で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
環
境
を
作

る
の
は
、私
た
ち
大
人
で
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
育

ち
ゆ
く
環
境
を
考
え
る
と

き
、
何
よ
り
た
い
せ
つ
な
の

は
、
人
的
環
境
と
し
て
子
ど

も
た
ち
に
か
か
わ
る
私
た
ち

大
人
の
姿
で
し
ょ
う
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
子
ど
も
た

ち
の
素
敵
な
作
品
は
、
き
っ

と
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
を

作
り
、
な
お
か
つ
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
の
環
境
で
あ
る

先
生
方
に
と
っ
て
も
、
大
い

に
励
み
と
な
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
た
ち
の
毎
日
に
、

そ
し
て
先
生
方
の
人
生
に
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
る
こ

と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

作文絵作文コンクール
受賞作品について
詳しくはこちら！

東京学芸大学附属幼稚園	竹早園舎	年長　稲生 幹大さん
（表示している学年は応募当時のものです）

会長賞

第７回 全附Ｐ連 作文・絵作文コンクール

〜くすのき先生からのひと言〜
だいすきな幼稚園。先生のことも大好きですね。先生の
好きなものもよく知っています。
その大好きな先生におこられるときも先生の様子をよく見
ていますね。先生の注意には段階があること、いきいきと
書かれた文章からは、その段階によって変わっていく先生
の表情が浮かんできて、声まで聞こえてきそうです。こう
して先生が表情や声で伝えてくれるから、どうすればいい
かを考えることができるけれど、ほめられるときは、最初
からたくさんほめられるし、それも突然だから、うまく言
えないことがあったのですね。そのことをこの作文でちゃ
んと先生に伝えることができましたね。

【会 長 賞】
作文
東京学芸大学附属幼稚園　竹早園舎　年長

稲生　幹大

【優 秀 賞】
作文部門
金沢大学人間社会学域学校教育学類附属幼稚園　年長

 服部　詢也
静岡大学教育学部附属浜松小学校　１年　

 石田　脩仁
秋田大学教育文化学部附属小学校　４年　

 津司　昌宗
京都教育大学附属京都小中学校　５年

 小嶋　悠生
山梨大学教育学部附属中学校　２年

 光本　葉月
京都教育大学附属特別支援学校　高等部２年

宮本　萌那
 

絵作文部門
鹿児島大学教育学部附属幼稚園　年少

 川畑　奏大

長崎大学教育学部附属幼稚園　年中

 江﨑　乃咲
上越教育大学附属幼稚園　年長

 北⻆ ひまり
茨城大学教育学部附属小学校　１年

 梅原 丞一朗
愛知教育大学附属名古屋小学校　３年

 長谷川 夏蓮
福岡教育大学附属福岡小学校　５年

 佐藤　湊人
山梨大学教育学部附属中学校　２年

 笠原　心愛
大分大学教育学部附属特別支援学校　中学部１年

 田邉　愛珠

【特 別 賞】
最優秀学校賞
愛知教育大学附属名古屋小学校

優秀学校賞
鹿児島大学教育学部附属幼稚園
鹿児島大学教育学部附属中学校
 

今回のテーマ
「先生へ、普段伝えられない想い、伝えてみよう！」

（表示している学年は応募当時のものです）
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け
に
も
繋
が
り
ま
す
。「
城
山
キ
ッ
ズ
」
で
留
学

生
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
旅
は
色
々

な
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。出
会
い
は「
宝
」

で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
楽
し
い
経
験

を
し
て
心
豊
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
、
そ
ん
な
保

護
者
の
熱
い
思
い
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
活
動

で
し
た
。

て
い
た
保
護
者
担
当
の
回
で
は
、
園
児
が

見
た
こ
と
も
な
い
動
物
や
食
べ
物
の
写
真

を
紹
介
し
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
で 

長
年

研
究
を
し
て
い
る
保
護
者
担
当
の
回
で

は
、
ウ
ガ
ン
ダ
か
ら
留
学
生
を
招
き
、
ウ

ガ
ン
ダ
の
服
装
や
食
べ
物
、
民
芸
品
な
ど

を
紹
介
し
、
現
地
の
幼
稚
園
で
踊
っ
て
い

る
ダ
ン
ス
な
ど
を
園
児
と
一
緒
に
楽
し

み
、
交
流
し
ま
し
た
。
園
児
は
初
め
て
会

う
外
国
人
ゲ
ス
ト
と
の
緊
張
を
忘
れ
、
笑

い
声
や
歓
声
を
あ
げ
、
と
て
も
楽
し
そ
う

な
様
子
で
し
た
。

　
各
回
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
園
児
に
そ
の

国
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
か
を

何
度
も
話
し
合
い
、
企
画
し
て
い
き
ま
し

た
。
会
場
の
装
飾
や
流
す
音
楽
・
担
当
者

の
衣
装
に
も
こ
だ
わ
り
、
工
夫
を
凝
ら
し

ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
の
手
作
り
レ
イ
を
入
国

審
査
後
に
園
児
に
か
け
た
り
、
描
い
た
ナ

ス
カ
の
地
上
絵
な
ど
を
会
場
に
飾
っ
た
り

し
て
、
そ
の
国
に
行
っ
た
気
分
に
な
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
作
成
し
ま
し
た
。
園
児

は
、
飛
行
機
の
中
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
真

似
を
し
た
り
、
帰
宅
後
そ
の
日
に
行
っ
た

国
の
こ
と
を
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情
で

保
護
者
に
話
し
た
り
し
て
、
次
の
会
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
友
達
の
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
、
自

身
の
海
外
経
験
を
直
接
園
児
に
語
る
こ
と

で
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
と
は
違

う
国
が
身
近
な
も
の
と
な
り
、
園
児
の
意

識
が
変
化
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
世
界

に
は
、
た
く
さ
ん
の
国
の
文
化
や
言
語
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
異
文
化
の
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
は
、
興

味
の
幅
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら

を
大
切
に
し
、
自
分
が
育
っ
て
い
る
日
本

と
い
う
国
を
更
に
知
ろ
う
と
い
う
き
っ
か

　

福
岡
教
育
大
学
附
属
幼
稚
園
で
は

P
T
A
活
動
の
一
環
で
、保
護
者
（
有
志
）

が
保
育
時
間
の
中
で
園
児
と
共
に
楽
し
む

「
城
山
キ
ッ
ズ
」
と
い
う
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
「
飛
行
機
に
乗
っ
て
世

界
を
旅
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
園
児
の

〝
異
文
化
理
解
〟
を
深
め
る
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
外
国
人
保
護

者
の
方
が
数
人
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、

P
T
A
活
動
へ
の
理
解
と
参
画
を
し
て
い

た
だ
き
た
く
こ
の
企
画
を
考
え
ま
し
た
。

全
5
回
実
施
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ア
メ
リ

カ
、
ペ
ル
ー
、
ウ
ガ
ン
ダ
な
ど
、
保
護
者

の
所
縁
あ
る
国
に
園
児
が 

旅
を
す
る
と

い
う
設
定
で
行
い
ま
し
た
。

　
園
児
は
、一
人
ず
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の〝
パ

ス
ポ
ー
ト
〟
を
持
ち
、
ロ
ー
プ
で
作
っ
た

〝
飛
行
機
〟
に
乗
っ
て
、〝
入
国
審
査
〟
後
、

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
世
界
旅
行
に
出
か

け
ま
す
。
飛
行
機
に
乗
る
こ
と
も
初
め
て

の
経
験
と
い
う
園
児
も
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
旅
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て
き
た
よ
う

で
し
た
。
各
回
の
講
師
は
、
保
護
者
が
担

当
し
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
回
で
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
保
護
者
が
民
族
衣
装

を
着
て
、
バ
ン
ブ
ー
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
学
生
時
代
を
過
ご
し

た
保
護
者
が
担
当
し
た
回
で
は
、
ク
イ
ズ

大
会
を
実
施
し
、
最
後
に
自
由
の
女
神
に

扮
し
た
保
護
者
が
現
れ
て
、
会
場
が
大
盛

り
上
が
り
で
し
た
。
ペ
ル
ー
で
仕
事
を
し

福
岡
教
育
大
学

附
属
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
賞　

全
国
の
附
属
学
校
P
T
A
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
様
々
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

全
附
P
連
で
は
毎
年
そ
れ
ら
の
中
か
ら
特
色
の
あ
る
も
の
、

特
に
優
秀
な
も
の
を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
そ
ん
な
活
動
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

全附P連

表
彰

福岡教育大学附属幼稚園ＰＴＡ「飛行機に乗って世界を旅しよう」

優 秀 賞
事例名称 ＰＴＡ名称

コラボ製作・世界に一つだけの花～色とりどりのタペストリーパネルでつながろう～ 京都教育大学附属幼稚園育友会
保護者と先生、子どもたちとの絆を深めるPTCC全体行事 奈良女子大学附属小学校育友会
「植樹の想い。継承していく緑育」 大阪教育大学附属幼稚園ＰＴＡ
いじめ問題をみんなで考えよう 三重大学教育学部附属学校園育友会
総務・常任委員による『桐の子祭り』 北海道教育大学附属函館小学校父母と先生の会
誰もが楽しく参加できる「伏見桃山を巡る謎解きウォークラリー」 京都教育大学附属学校園育友会連合会
みんな集まれ！わたしたちの創立１５０周年記念事業 宮城教育大学附属小学校ＰＴＡ
彩りＰＴＡ 大分大学教育学部附属幼稚園ＰＴＡ
みんなで守ろう！自分の命 岡山大学教育学部附属特別支援学校ＰＴＡ
「おうちでバザー」 岡山大学教育学部附属小学校ＰＴＡ
大阪マラソン“クリーンUP”作戦で五校園の想いをひとつに 大阪教育大学附属特別支援学校ＰＴＡ
地域について探求的に取り組む授業への参加による地域のつながり活性化への取り組み 島根大学教育学部附属義務教育学校前期課程ＰＴＡ
山形大学附属幼稚園ＰＴＡ　子育てに活かすアンガーマネジメント～感情と上手に付き合うために～ 山形大学附属幼稚園ＰＴＡ

全 Ｐ附 連 絵画コンクール 第19回 小学生『夢をかなえる』
作文コンクール

第21回
「キラキラ★未来を描いて」
　函館は夜景が有名な街です。キラキラ素敵な
夜景を楽しみに全国から多くの人が観光に訪れ
てくれます。また、函館小学校は昨年度創立100
周年を迎え、次の100年（未来）に向け気持ちを
新たにし、函館中学校は80周年、特別支援学校
も50周年を控え、各校が力を合わせさらなる未
来へ向かっています。
　今年度の絵画コンクールは、これら「キラキラ」
と「未来」を掛け合わせ、「行ってみたい場所」、

「なりたい職業」などの夢や、「大切な宝物」、「心
に残る思い出」などの大切にしていきたいもの・・・
全国の園児・児童・生徒が心に思い描く「キラ
キラした未来」を自由に表現してもらいたいと
の思いからこのテーマに決定しました。
応募期間は
2025年8月25日（月）〜9月5日（金）17時まで！
附属に通う子どもたちから多くのご応募をお待ちしています！
主管校　北海道教育大学附属函館小学校　附属特別支援学校

　本コンクールは、小学校で
のキャリア教育の実践や、児
童の学習意欲向上を目的とし
て、非特定営利活動法人（Ｎ
ＰＯ法人）日本ＦＰ協会が主
催する作文コンクールです。
これまで全国の国立大学附属
学校から、数多くの個人賞や
最優秀学校賞が選出されてい
ます。是非、小学生の皆様か
らのご応募をお待ちしていま
す。
　なお、本コンクールより
全附P連は後援団体となり、
周知に協力しています。

（（一一社社））全全国国国国立立大大学学附附属属学学校校ＰＰＴＴＡＡ連連合合会会 令令和和６６年年度度ＰＰＴＴＡＡ団団体体表表彰彰エエンントトリリーーシシーートト

所属学校名 福岡教育大学附属幼稚園

ＰＴＡ名称 福岡教育大学附属幼稚園ＰＴＡ 会長名 石上洋明

事例名称 飛行機に乗って世界を旅しよう

福岡教育大学附属幼稚園では 活動の一環で、保護者（有志）が保育時間の中で園児と

共に楽しむ「城山キッズ」という活動を行っています。今年は「飛行機に乗って世界を旅しよう」を

テーマに、園児の 異文化理解”を 深める活動に取り組みました。今年度は、外国人保護者の

方が数人いらっしゃったので、 活動への理解と参画をしていただきたくこの企画を考えまし

た。全 回実施し、フィリピン、アメリカ、ペルー、ウガンダなど、保護者の所縁ある国に園児が

旅をするという設定で行いました。

園児は、一人ずつオリジナルの”パスポート”を持ち、ロープで作った”飛行機”に乗って、“入

国審査”後、ワクワクドキドキの世界旅行に出かけます。飛行機に乗ることも初めての経験という

園児も、回を重ねるごとに旅のイメージが湧いてきたようでした。各回の講師は、保護者が担当

しました。フィリピンの回では、フィリピン出身の保護者が民族衣装を着て、バンブーダンスを披

露しました。アメリカで学生時代を過ごした保護者が担当した回では、クイズ大会を実施し、最後

に自由の女神に扮した保護者が現れて、会場が大盛り上がりでした。ペルーで仕事をしていた

保護者担当の回では、園児が見たこともない動物や食べ物の写真を紹介しました。アフリカで

長年研究をしている保護者担当の回では、ウガンダから留学生を招き、ウガンダの服装や食べ

物、民芸品などを紹介し、現地の幼稚園で踊っているダンスなどを園児と一緒に楽しみ、交流し

ました。園児は初めて会う外国人ゲストとの緊張を忘れ、笑い声や歓声をあげ、とても楽しそうな

様子でした。

各回どのようにすれば園児にその国の雰囲気を味わってもらえるかを何度も話し合い、企画し

ていきました。会場の装飾や流す音楽・担当者の衣装にもこだわり、工夫を凝らしました。ハワイ

の手作りレイを入国審査後に園児にかけたり、描いたナスカの地上絵などを会場に飾ったりし

て、その国に行った気分になってもらえるように作成しました。園児は、飛行機の中でのアナウン

スの真似をしたり、帰宅後その日に行った国のことを、生き生きとした表情で保護者に話したりし

て、次の会を楽しみにしていたそうです。

友達のお母さんやお父さんが、自身の海外経験を直接園児に語ることで、自分が住んでいる

ところとは違う国が身近なものとなり、園児の意識が変化すると考えています。世界には、たくさ

んの国の文化や言語があることを知り、異文化の人とコミュニケーションをとることは、興味の幅を

広げるだけでなく、それらを大切にし、自分が育っている日本という国を更に知ろうというきっか

けにも繋がります。「城山キッズ」で留学生との出会いがあったように、旅は色々な人との出会い

があります。出会いは「宝」です。たくさんの人と出会い楽しい経験をして心豊かに育ってほし

い、そんな保護者の熱い思いがたくさん詰まった活動でした。

入国審査 アメリカ編 ペルー編 ウガンダ編

 

アメリカ編入国審査 ペルー編 ウガンダ編

詳細はこちら⇒

詳細は
こちら⇒
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幼稚園特別支援特集 全附Ｐ連幼稚園特別支援委員会

結
論

　

幼
児
教
育
と
特
別
支
援
教
育

の
共
通
点
で
あ
り
、
ま
た
、
令

和
の
日
本
型
学
校
教
育
の
片
翼

で
あ
る
子
ど
も
の
可
能
性
を
引

き
出
す
「
個
別
最
適
な
学
び
」

に
お
い
て
、
本
事
業
の
目
的
で

あ
る
幼
児
期
の
子
ど
も
の
障
が

い
理
解
教
育
を
実
現
す
る
子
ど

も
の
個
性
を
尊
重
し
た
健
や
か

な
成
長
を
見
守
る
環
境
づ
く
り

が
、
遊
び
を
通
じ
て
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
、分
け
隔
て
な
く
、

遊
び
を
通
じ
た
学
び
に
と
も
に

熱
中
す
る
様
子
か
ら
子
ど
も
の

個
性
を
大
人
が
理
解
し
尊
重

し
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

年
度
を
通
じ
て
取
り
組
ん
だ
、

そ
れ
ら
の
学
び
や
気
づ
き
を
他

の
事
業
と
関
連
づ
け
、
附
属
学

校
園
や
保
護
者
な
ど
の
障
が
い

理
解
の
推
進
を
図
る
試
み
は
、

実
験
的
な
が
ら
も
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
視
察
な
ど
に
よ
り
、

附
属
学
校
に
対
す
る
深
い
理
解

を
得
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

は
、
今
後
も
推
奨
す
べ
き
取
り

組
み
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

全
附
Ｐ
連
で
は
、
今
後
も
戦

略
的
広
報
活
動
の
根
幹
と
な
る

情
報
収
集
に
努
め
、
全
国
の
附

属
学
校
の
魅
力
を
社
会
に
向
け

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
事
業
を
通
じ
て
、
全
附
Ｐ

連
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
示
し
、
貴
重
な
情
報
を

ご
提
供
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
幼
稚
園
特
別

支
援
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
視
察
事
業
を

強
化
し
テ
ー
マ
を
設
け
、
全
国

の
附
属
学
校
園
や
、
関
連
機
関

な
ど
へ
の
視
察
や
聞
き
取
り
調

査
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

視
察
先
は
、
茨
城
大
学
教
育

学
部
附
属
幼
稚
園
や
、QU

O
N

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
豊
橋
本
店
、

ド
ゥ
ミ
セ
ッ
ク
豊
橋
店
、
パ
ウ

ダ
ー
ラ
ボ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ラ
ボ
の

関
連
諸
施
設
、
筑
波
大
学
附
属

久
里
浜
特
別
支
援
学
校
、
国
立

特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
、

宮
城
教
育
大
学
附
属
四
校
園
、

東
京
都
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
た
「
こ
ど
も
環
境
サ

ミ
ッ
ト
２
０
２
５
／
共
有
空
間

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
」
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

背
景

　

少
子
社
会
に
お
い
て
義
務
教

育
段
階
の
全
児
童
生
徒
数
が
減

少
傾
向
に
あ
る
中
、
特
別
支
援

学
校
等
の
児
童
生
徒
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は

大
き
く
２
つ
の
理
由
が
あ
る
と

さ
れ
、
ひ
と
つ
は
発
達
障
が
い

に
つ
い
て
社
会
の
認
知
度
が
高

ま
り
、
診
断
さ
れ
る
子
ど
も
が

増
加
し
た
こ
と
が
あ
り
、
ひ
と

つ
は
保
護
者
が
子
ど
も
の
状
況

に
応
じ
た
特
別
な
配
慮
を
求

め
、
特
別
支
援
学
校
等
を
選
択

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
最
も
重
要

と
さ
れ
る
幼
児
期
の
行
動
観
察

は
、
保
護
者
や
関
係
者
に
と
っ

て
、
特
に
判
断
が
難
し
く
、
実

践
に
基
づ
い
た
正
し
い
情
報
の

共
有
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
附
属
学
校
は
、
同
大

学
附
属
校
園
間
の
連
携
が
他
の 

学
校
園
よ
り
比
較
的
図
り
や
す

く
、
校
種
を
越
え
た
交
流
を
促

進
し
や
す
い
教
育
環
境
は
魅
力

の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。
附
属

幼
稚
園
で
は
、
義
務
教
育
お
よ

び
高
等
教
育
の
基
礎
と
な
る
質

の
高
い
幼
児
教
育
の
実
践
が
な

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
附
属
特

別
支
援
学
校
で
は
、
障
が
い
に

応
じ
た
専
門
性
の
高
い
特
別
支

援
教
育
の
実
践
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

目
的

　

公
教
育
を
担
う
附
属
学
校
園

か
ら
多
様
性
を
包
括
す
る
共
生

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
附
属

幼
稚
園
や
特
別
支
援
学
校
な
ど

の
学
校
園
、
ま
た
、
関
連
機
関

か
ら
幼
児
期
の
子
ど
も
た
ち
の

障
が
い
理
解
教
育
に
連
な
る
、

学
校
園
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
障
が
い
の

理
解
向
上
を
図
る
取
組
み
に
つ

い
て
情
報
を
収
集
し
、
附
属
学

校
の
地
域
社
会
に
お
け
る
公
共

性
や
公
益
性
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

内
容

　

幼
児
期
の
障
が
い
理
解
教
育

の
基
盤
と
な
る
保
護
者
の
障
が

い
へ
の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
、

現
地
視
察
、
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
情
報
を
収
集
し
ま
し
た
。

　

収
集
し
た
情
報
は
、
幼
稚
園

特
別
支
援
保
護
者
交
流
会
な
ど

で
共
有
し
、
ま
た
、
附
属
学
校

に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
障
が

い
理
解
教
育
を
推
進
す
る
新
た

な
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
誘
発
す

る
機
会
と
し
ま
し
た
。

「遊び」を通じて、共に学び、理解し合う環境が、個性を育む

　令和７年２月１日「附属学校を楽しもう！～子どもとともに遊ぶから学ぶ
育ち方～」をテーマに、附属幼稚園や特別支援学校の保護者や先生の交流会
をリモートで開催しました。
　株式会社ジャクエツの田嶋宏行氏や、シブヤフォントのライラ・カセム氏、
国立特別支援教育総合研究所の山本晃氏を講師にお招きし、様々な取組みを
お聞きしました。障がいの有無に関わらない遊具の開発、アートを通じて、
障がい者の活躍を目指すお話しは、「相互理解、インクルーシブ教育に取り組
む附属学校園の方針と通じるところがありました。多くの保護者や先生と直
接語り合える貴重な交流会となりました。

　全附Ｐ連は、全国の附属幼稚園や特別支援学校のＰＴＡ活動、附属学校に
おける障がい理解推進を図る全てのＰＴＡ活動を応援し助成します。詳しく
は、全附連ホームページ「ＰＴＡ活動助成」をご覧ください。助成数に限り
がありますので、早期のご応募をお待ちしています！　

全附Ｐ連ＰＴＡ活動助成を始めます 幼稚園特別支援保護者交流会を開催

　あいサポート運動は、障がいを理解し、ちょっとした手助けにより誰もが
暮らしやすい社会を創っていく運動です。全附Ｐ連は、附属学校の子どもや
保護者を対象とした「あいサポーター研修」の開催を推進します。

あいサポーター研修 募集

　全附Ｐ連では、附属特別支援学校・学級の生徒や卒業生が活躍する福祉事
業所などで製作された作品を購入し、贈呈や販売を行っています。附属特別
支援学校・学級の教育活動を社会に向けて周知しています。

特別支援教育周知活動とは
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令
和
7
年
3
月
2１
日
に
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
東
京
に
て
、
各
方
面
で

活
躍
さ
れ
る
附
属
学
校
出
身
者
お

よ
び
各
都
道
府
県
の
同
窓
会
会
長

が
集
い
「
国
立
大
学
附
属
学
校
全

国
同
窓
会
・
第
4
回
総
会
お
よ
び

大
同
窓
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
公
益
財
団
法

人
結
核
予
防
会
理
事
長
の
尾
身
茂

氏
（
東
京
教
育
大
学
附
属
駒
場
高

等
学
校
〈
現
・
筑
波
大
学
附
属
駒

場
高
等
学
校
〉
ご
出
身
）
が
ご
登

壇
さ
れ
ま
し
た
。
尾
身
氏
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
次
な
る
感
染
症
に
備
え

る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

検
証
し
、
そ
れ
を
次
世
代
へ
と
継

承
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
国
立

大
学
附
属
学
校
の
今
後
の
発
展
に

つ
な
が
る
よ
う
な
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
母
校
の
後
輩

た
ち
が
学
ぶ
現
在
の
教
育
環
境
に

も
関
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
多
く

の
同
窓
生
の
存
在
に
、
各
附
属
学

校
が
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
発
展
し
て

い
く
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
国
立
附
属
学
校
は
、
こ
れ
か
ら

も
日
本
の
公
教
育
の
中
核
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
乗
り
越

え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
全
国
に
広
が

る
同
窓
生
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
、

深
め
て
い
く
こ
と
で
、
附
属
学
校

を
取
り
巻
く
環
境
へ
の
ご
支
援
を

賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。
全
国
の
同

窓
生
の
皆
様
、
そ
し
て
各
同
窓
会

会
長
の
皆
様
の
ご
参
加
を
、
心
よ

り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

〒108-8638 東京港区白金台3－2－10　■発行：毎週月曜日（月４回、 年45回、 合併月有） ■ご購読料：月額2,500円（税込2,750円）、 年額30,000円（税込33,000円）

お申し込み
【必要事項】学校名（ご担当者）、ご連絡先（郵便番号、住所、電話番号、FAX）、支払書類（見積書、納品書、請求書）、日本教育新聞の開始月、ご購読期間をお知らせください。
　  0120-43-3746／受付後、折り返しご連絡をさせていただきます。弊社ホームページの「お問い合わせ」→「お問い合わせ内容」からもお申し込みができます（要必要事項）。
※新規でご購読の国立大学附属学校が対象になります。個人のお客様は 24時間ホームページからお申し込みができます（国立大学附属学校のキャンペーンとは別になります）。

○全国国立大学附属学校PTA連合会の連載を毎月１回掲載 ○国立大学附属学校応援キャンペーン
『日本教育新聞』の購読（新規１年以上）で令和６年『日本教育新聞縮刷版』をプレゼント！

日本最大の教育専門全国紙
教育界と共に歩んで創刊　 周年

◆教育現場の必須アイテム！国立大学附属学校園で求める教育情報が毎週届きます。是非ともこの機会にご購読ください。

79

（2025年５月19日付）

教育というものを知ってもらうために　一般社団法人 全国国立大学附属学校PTA連合会 会長　宮本　昌尚
　この国の未来を担う子どもたちの教育は今どうなっているのか、
また教育の現場では何が起こっているのかを知ることは非常に重要
であると感じています。それはわが子を見る保護者目線であるだけ
でなく、国の教育に対する政策や教育現場で奮闘する教員にスポッ
トを当てた情報が子育てをするうえで必要不可欠であるからです。
「教育は国家百年の大計」であることを保護者と学校が共有し、い
じめ問題や教員不足といった教育界が直面する諸課題を一緒に考え
ていくことができることを祈念いたします。

16
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全附Ｐ連 連載記念！

第４回 国立大学附属学校全国同窓会

　全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会（全附Ｐ連）が主催
する「ＰＴＡ研修会 第16回全国大会」が、令和７年９月26
日（金）・27日（土）の２日間にわたり、東京・リーガロイヤ
ルホテル東京にて開催されます。
　本大会では、保護者や教職員が一堂に会し、全国の附属
学校園に共通する教育課題について学び合い、交流を深め
る貴重な機会を提供します。初日の基調講演には、数々の
教科書にも作品が採用されている絵本作家・くすのきしげ
のり氏をお迎えし、「一人ひとりが みんなたいせつ」と題
して心温まる講演をいただきます。
　また、当日は４つのテーマに分かれた分科会を開催。「非
認知能力の育成」「救命教育の推進」「障がい児への防災準備」

「ＩＣＴリテラシー」など、今まさに求められている教育課
題に迫る内容となっており、全国の皆様と知見を深め合え
る場となっています。
　夜には、立食形式の情報交換会も行われ、地域や校種を
超えての交流が可能です。翌日は、美馬のゆり氏（公立は
こだて未来大学教授）による「子どもたちとＡＩの時代を
生きる」と題した基調講演のほか、附属セミナーでは省庁
説明やＰＴＡ活動事例の発表も予定されております。
　多くの皆様と会場でお会いできることを、心より楽しみ
にしております。

日 程   令和７年 ９月26日（金）、27日（土）
場 所   リーガロイヤルホテル東京
対 象   附属学校園の保護者および教職員
主 催    一般社団法人全国国立大学附属学校PTA連合会

第16回　一般社団法人 全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会（全附Ｐ連） ＰＴＡ研修会　全国大会
「重ね合う」過去の良いものを継承しつつ、これから求められるモノを積み重ねていこう。テーマ

子どもたちとこの国の未来のために～認め合い、共に時代を切り拓こう～スローガン

くすのき しげのり 氏
一人ひとりがみんなたいせつ

～作品に託す願い～

９月
26日（金）

９月
27日（土）

中山 芳一 氏
子どもたちと共に非認知

能力を育むために

桐淵  博 氏
子どもたちのいのちを守るために
～ASUKAモデルと体系的な

救命教育の推進～

北村 弥生 氏
障がいのある児童生徒に
有効な学校での防災準備

美馬 のゆり 氏
子どもたちとＡＩの時代を生きる

――　変化を楽しみ、未来を育てる力

基　調　講　演　講　師

分　科　会　９月26日（金）

Ｍｅｔａ社・総務省の連系企画　ＩＣＴリテラシーについて
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カンガルー保険のご案内中途加入受付中

団体総合生活保険
任意加入制度
24時間補償

保険期間

加入対象者

申込手続き

全員加入制度

全国国立大学附属学校園の幼児・児童・生徒の保護者の皆様へ この保険（一社）は 全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会の団体保険です。

詳細につきましては、パンフレットをご覧ください。

東京海上日動火災保険株式会社【引受保険会社】
（担当課)公務第二部文教公務室 〒102-8014 東京都千代田区三番町6－4　TEL:03－3515－4133

損害保険ジャパン株式会社【引受保険会社】
公務文教営業部文教室　〒160-8338 東京都新宿区西新宿1－26－1　TEL：050－3808－5536

※2　ご加入ご希望の方は取扱代理店までお問い合わせください。

※パンフレットのご請求・ご加入のご相談につきましては、取扱代理店までお問い合わせください。

①全国国立大学附属学校園に在籍の幼児・児童・生徒　
②本制度にご加入いただいた上記①の兄弟で、公・私立の幼稚園・小学校・中学校・義務
教育学校・高等学校・中等教育学校・特別支援学校に通われている幼児・児童・生徒 
（ご加入時に満3歳以上から満18歳以下の方に限ります。）

パンフレット差込の「カンガルー保険　お申込み方法」チラシ記載のQRコードもしくはURLより
インターネットでお申し込みください。

保険期間
※｢カンガルー保険（全員加入制度）」は全国国立大学附属学校PTA連合会を保険契約者、損害保険ジャパン
株式会社を引受保険会社とし、学校契約団体傷害保険、傷害総合保険、PTA団体傷害保険、賠償責任保険
(PTA特約、PTA管理者特約、生産物特約）をそれぞれ組み合わせた補償制度のペットネームです。

※この広告は概要を説明したものとなります。詳細はパンフレットをご覧くださるか、取扱代理店までお問い
合わせください。

約40％割引
全国国立大学附属学校PTA連合会
が窓口の団体契約であり、
保険料が割安です。

団体割引：30％　・損害率による割引：5％
・大口団体契約割引：10％　適用

２４時間補償
お子様を取り巻く様々なリスクに
対応した安心のための
24時間補償です。

園児・児童・生徒、教職員の
皆さまのケガなどを補償する

園児・児童・生徒・教職員
総合補償制度

PTA活動に参加中の
ご両親・教職員の皆さまのケガや

賠償事故を補償する
PTA活動総合補償制度

保険料のお支払は
　「口座振替方式」
更新のお手続き不要の
　「自動更新」です。

1 2 3園児・児童・生徒、教職員の
皆さまを犯罪事故からお守りする

犯罪被害事故
見舞補償制度

ただ今
募集中！

カンガルー保険・取扱代理店の
お問合せ先

《北海道・東北・関東・北信越・四国地区》

株式会社 第一成和事務所
東京都中央区日本橋馬喰町1-12-3
Daiwa日本橋馬喰町ビル3階

《東海・近畿・中国・九州地区》

海上商事 株式会社
東京都渋谷区代々木２-１１-１５
新宿東京海上日動ビルディング０１２０-１００-４９２ ０１２０-７４５-７４８

※個人での加入はできません。

（学校契約団体傷害保険、賠償責任保険PTA特約）
（普通傷害保険PTA団体傷害特約、
　賠償責任保険PTA管理者特約、生産物特約）（傷害総合保険）

簡単・便利

この広告は団体総合生活保険の概要についてご紹介したものです。
ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
ご不明な点等がある場合には、取扱代理店までお問い合わせください。

SJ25-01419　2025年5月8日

2025年度

2025年４月１日午後４時から2026年４月１日午後４時まで１年間

2025年4月作成25TC-000381

※1　随時ご加入いただけます。（お申込日にかかわらず、補償は2025年4月1日午後4時に終了します。）

2025年6月1日午後4時から2026年6月1日午後4時まで

 各種QRコードの 
 ご案内 

全附連
ホームページ

全附Ｐ連
パンフレット

全附Ｐ連
チャンネル

Instagram

X Facebook
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全附連｜全国国立大学附属学校連盟
（一社）全国国立大学附属PTA連合会
〒113-0033
東京都文京区本郷4-16-6
文京区本郷四丁目ビル
天翔オフィス後楽園9階905号室
TEL 03-5990-9444
FAX 03-5990-9445
E-mail jimukyoku@zenfuren.org
印刷　株式会社インテックス

　
こ
の
た
び
、
全
国
国
立
大
学
附
属
学
校

教
育
後
援
会
連
絡
協
議
会
（
全
附
後
連
）

の
理
事
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
微
力

な
が
ら
、
全
国
の
附
属
学
校
と
教
育
後
援

会
の
さ
ら
な
る
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
現
在
、国
立
大
学
は
第
４
期
中
期
目
標・

中
期
計
画
の
4
年
目
を
迎
え
、
附
属
学
校

に
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
改
革
の
波
が
及
ん

で
い
ま
す
。
全
附
後
連
は
、
こ
う
し
た
時

代
の
要
請
に
応
え
、
全
国
の
教
育
後
援
会

が
そ
の
公
共
性
と
信
頼
性
を
高
め
、
子
ど

も
た
ち
の
よ
り
良
い
学
び
の
環
境
を
支
え

る
た
め
の
改
革
を
、
１
つ
の
教
育
後
援
会

も
余
す
と
こ
ろ
な
く
進
め
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん

　
令
和
５
年
に
は
『
教
育
後
援
会
運
営
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
』
を
発
刊
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
整
備
と
改
善
に
向
け
た
指
針
を

明
確
に
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
に
基
づ
き
、

今
後
は
「
共
に
学
び
、
共
に
考
え
、
共
に

歩
む
」
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
全
国

の
皆
さ
ま
と
共
に
〝
教
育
後
援
会
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
公
共
性
の
向
上
〟
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、『
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
整
備
の
た
め
のStep3.0

』
を
提
唱
し
、

制
度
と
実
践
の
両
面
か
ら
全
国
の
後
援
会

の
在
り
方
を
見
直
し
、
よ
り
公
共
的
で
透

明
性
の
高
い
運
営
体
制
の
確
立
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

全附後連は、全国の国立大学附属学校教育後援会のコンプライアンスと
公共性の向上に努めます！ 教

育
後
援
会
　
挨
拶

全
国
国
立
大
学
附
属
学
校

教
育
後
援
会
連
絡
協
議
会

理
事
長　

竹
川 

裕
之 

氏

「附属学校・PTA活動事例集」
　全附Ｐ連では、全国の附属学校やそのＰＴＡ
団体が取り組む活動情報を募集し、全附連ホー
ムページやＳＮＳで公開しています。

活動事例： 主催する行事や活動、ＩＣＴ教育、
防災・防犯の取組み、働き方改革、
ＳＤＧｓの取組み、部活動の改革、
大学や地域、産学連携事業　など

提供方法： ＱＲコードを読み取り、活動情報を
ご提供ください。

附属学校・PTA活動情報 募集

　P6にご寄稿の松浦先生が講師をしてい
ただいた動画をはじめ、いじめ防止対策事
業を行うためのセミナー動画を公開して
います。いじめ防止対策プログラムを多く
の学校で積極的に活用いただき、全国の附
属学校からいじめをなくし、地域のモデル
となるよう、取り組んでいただくことを期
待しています。

セミナー動画の公開

いじめ防止対策事業

詳細はこちら⇒
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桑
名
：
尾
身
先
生
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
は

分
科
会
の
会
長
と
し
て
、
科
学
的
知
見

に
基
づ
く
提
言
を
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応

を
指
揮
し
て
き
ま
し
た
。

尾
身
： 

な
る
べ
く
医
療
が
切
迫
し
な
い
よ
う
に
、

一
生
懸
命
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。た
だ
、

経
済
を
回
し
た
い
と
考
え
る
人
も
い
れ

ば
、
も
う
感
染
し
ち
ゃ
っ
て
も
良
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
人
も
い
て
、
様
々

な
意
見
が
社
会
に
あ
る
中
で
、
デ
ー
タ

を
調
べ
な
が
ら
、
考
え
抜
く
日
々
で

し
た
。

桑
名
：
批
判
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
分
科
会
会

長
を
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い

の
で
す
か
。

尾
身
：
歴
史
の
審
判
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な

提
言
を
出
す
こ
と
は
、非
常
に
難
し
い
。

だ
け
れ
ど
も
、
難
し
い
か
ら
や
ら
ず
に

逃
げ
る
と
い
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
政
府
も
一
般
市
民
も
私
た
ち
に

（
提
言
を
）
求
め
て
い
る
。
感
染
症
に

携
わ
っ
て
き
た
経
験
が
あ
る
か
ら
、
私

た
ち
が
や
ら
な
く
て
は
、
と
い
う
気
持

ち
で
し
た
。

◆
得
手
に
帆
を
上
げ
、
自
分
を
見
つ
け
る

桑
名
：
テ
レ
ビ
な
ど
で
拝
見
す
る
尾
身
先
生
は

聡そ
う
明め
い
な
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も

時
代
は
や
ん
ち
ゃ
だ
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。

尾
身
：
と
に
か
く
、
き
か
ん
坊
で
や
ん
ち
ゃ
な

子
ど
も
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
落
ち
着
き

が
な
く
、
じ
っ
と
し
て
い
な
い
。
好
き

勝
手
を
す
る
。
人
の
言
う
こ
と
も
あ
ま

り
聞
か
な
い
。
そ
ん
な
私
が
変
わ
っ
た

の
は
小
学
4
年
生
の
時
で
し
た
。
4
歳

年
上
の
兄
が
東
京
教
育
大
学
附
属
駒
場

中
に
進
学
し
た
頃
で
、
私
と
は
対
照
的

で
お
と
な
し
く
、
勉
強
も
で
き
る
。
そ

ん
な
兄
が
、
難
関
の
中
学
に
合
格
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
か
、
兄
の
よ
う
に

振
る
舞
お
う
と
思
い
ま
し
た
。
勉
強
も

真
面
目
に
や
る
よ
う
に
な
り
、
学
級
委

員
に
選
ば
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

桑
名
：
驚
き
ま
し
た
。

尾
身
：
そ
こ
で
、
私
が
伝
え
た
い
の
は
、
失
敗

し
て
も
い
い
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
・

不
得
意
が
あ
る
の
で
、
若
い
時
は
好
き

な
こ
と
を
一
生
懸
命
に
や
っ
て
ほ
し

い
。
親
が
や
れ
と
言
う
か
ら
、
と
か
で

は
な
く
て
、
肩
の
力
を
抜
い
て
や
り
た

い
こ
と
を
し
て
み
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
若
い
頃
か
ら
自
分
自
身
の
こ
と
が

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。
そ

し
て
、
最
後
は
自
分
が
好
き
な
方
、
得

意
な
方
を
進
路
に
選
ん
だ
ら
い
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
得
手
に
帆
を
あ

げ
よ
。
私
自
身
の
人
生
を
振
り
返
っ
て

も
そ
う
思
い
ま
す
。

桑
名
： 

海
外
に
行
く
人
が
少
な
か
っ
た
時
代
に
、

高
校
生
な
が
ら
単
身
で
海
外
に
行
か
れ

た
と
聞
き
ま
し
た
。
大
き
な
挑
戦
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

尾
身
：
挑
戦
と
い
う
よ
り
米
国
へ
の
あ
こ
が
れ

が
大
き
か
っ
た
で
す
。
今
か
ら
思
う
と

米
国
が
輝
い
た
最
後
の
時
代
で
し
た
。

高
校
3
年
の
1
年
間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
ポ
ツ
ダ
ム
の
公
立
高
校
に
通
い
ま
し

た
。
高
校
を
1
年
留
年
し
て
米
国
に
留

学
し
た
訳
で
す
。
日
本
の
高
校
に
通
う

子
ど
も
と
は
違
う
経
験
を
し
た
、
こ
の

1
年
が
私
に
と
っ
て
は
、
私
自
身
の
基

礎
を
作
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

桑
名
：
ど
の
よ
う
な
経
験
を
米
国
で
さ
れ
た
の

で
す
か
。

尾
身
：
当
時
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
さ
な
か
。
現

地
で
お
世
話
に
な
っ
た
家
族
は
、
社
会

に
対
す
る
関
心
も
大
き
く
、
食
卓
で
は

政
治
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
話
題
が
出

る
。
私
の
実
家
の
食
卓
で
は
隣
の
家
か

ら
米
を
借
り
た
と
か
、
噂
話
と
か
、
そ

ん
な
話
題
し
か
出
な
か
っ
た
の
で
、
衝

撃
で
し
た
。
私
が
社
会
や
公
共
性
へ
関

心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

桑
名
：
そ
こ
か
ら
医
者
に
な
ら
れ
る
ま
で
に
は

紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

尾
身
：
米
国
留
学
を
き
っ
か
け
に
外
交
官
を
志

し
ま
し
た
。
で
あ
れ
ば
、
東
大
法
学
部

だ
と
、
帰
国
後
に
受
験
勉
強
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
学
生
闘
争
の
影
響
で
、
私

が
受
験
す
る
は
ず
だ
っ
た
年
に
は
入
試

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
慶

応
大
法
学
部
に
進
み
ま
し
た
。

桑
名
：
文
系
の
学
生
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

尾
身
：
も
と
も
と
医
者
に
な
ろ
う
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
当
時
は
反

権
力
が
叫
ば
れ
る
風
潮
が
あ
り
、
私
も

若
か
っ
た
の
で
影
響
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
ね
。
外
交
官
は
権
力
側
だ
か
ら
人
民

の
敵
と
い
っ
た
感
じ
。
悩
ん
で
毎
日
、

本
屋
で
立
ち
読
み
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
、
精
神
科
医
の
自
叙
伝
を

読
み
、『
全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
医

師
と
い
う
仕
事
で
あ
れ
ば
、
人
民
の
敵

と
言
わ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
』
と
感

じ
、
自
治
医
科
大
に
移
り
ま
し
た
。

桑
名
： 

巡
り
合
わ
せ
の
連
続
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

尾
身
：
今
こ
う
や
っ
て
、
働
い
て
い
る
と
き
も

悩
ん
だ
経
験
が
生
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
自
治
医
科
大
に
入
っ
た
時
に
は
4

回
浪
人
し
た
の
と
同
じ
年
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
人
生
は
長
い
で
す
か
ら
。

今
か
ら
思
え
ば
失
敗
す
る
こ
と
に
も
意

味
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◆ 

不
安
を
受
け
入
れ
、
困
難
か
ら
逃
げ
ず
、

挑
戦
を
続
け
る

桑
名
：
こ
の
対
談
は
、
附
属
学
校
に
通
わ
れ
て

い
る
お
子
さ
ん
や
、
保
護
者
の
方
が
ご

覧
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何
か
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

尾
身
：
一
生
懸
命
や
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必

ず
物
事
が
上
手
く
い
く
と
は
限
ら
な

い
。
け
れ
ど
も
、
一
生
懸
命
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
他
の
人
は
見
て
い
て
、
苦

し
み
な
が
ら
も
続
け
て
い
る
と
応
援
も

来
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
対
応
で
は
、
日
々
状
況
が
変

わ
る
中
で
、提
言
を
出
し
続
け
ま
し
た
。

感
染
症
対
策
は
一
人
で
は
で
き
な
か
っ

た
で
す
。

桑
名
： 

大
変
な
時
期
を
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
。

尾
身
： 

こ
れ
も
若
い
人
に
伝
え
た
い
の
で
す
が
、

困
難
が
あ
る
の
は
当
た
り
前
だ
っ
て
こ

と
。
今
の
時
代
は
困
難
だ
と
い
う
け
れ

ど
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
見
て
も
大
変

で
な
か
っ
た
時
代
は
な
い
ん
で
す
。
生

き
て
い
る
こ
と
自
体
が
課
題
の
連
続
な

の
で
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
の
課
題
か
ら

逃
げ
ず
に
、
本
当
の
意
味
で
向
き
合
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
ん
で
す
。

桑
名
：
先
生
は
こ
れ
ま
で
、
壁
を
越
え
続
け
て

き
た
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
、
誰

も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
壁
を

も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す

ね
。
そ
れ
で
も
今
の
子
ど
も
た
ち
も
思

い
悩
む
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

尾
身
：
人
間
と
い
う
の
は
、
不
安
は
無
く
す
こ

と
は
で
き
な
い
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
不

安
は
不
安
と
し
て
受
け
入
れ
て
し
ま
え

と
思
う
の
で
す
。
代
わ
り
に
今
で
き
る

こ
と
に
集
中
す
る
こ
と
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
い
つ
の
間
に
か
、
不
安
が
な
く

な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
伝
え
た

い
で
す
ね
。

桑
名
：
思
い
悩
ん
だ
と
き
、
一
度
し
っ
か
り
向

き
合
っ
て
、
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
か
ト

ラ
イ
し
て
み
る
。
越
え
ら
れ
な
く
て
も

い
い
。
そ
ん
な
経
験
の
繰
り
返
し
を
す

る
こ
と
で
、
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
力

を
つ
け
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

附属OB訪問第16回
新型コロナウイルス感染症のパンデミック（世界的大流行）で、結核予防会
理事長の尾身茂さんは政府の新型コロナ対策分科会の会長として「100年に
一度」とされる感染症の危機に立ち向かってきました。ただ、その半生は順
風満帆ではなかったそうです。自身も附属学校出身の尾身さんに子ども時代
の話を中心に、今から世の中に出る子どもたちに伝えたいことを聞きました。

失
敗
を
恐
れ
ず
に
、
好
き
な
こ
と
に
挑
も
う

尾身 茂氏桑名 良尚

プロフィール

尾身 茂（おみ・しげる）
1949年、東京都生まれ。東京教育大学（現
筑波大学）附属駒場高等学校出身。伊豆
諸島や都内での地域医療などに携わった
後、90年から世界保健機関（WHO）に
勤務。アジア地域での感染症対策の陣頭
指揮を執り、西太平洋地域でのポリオ撲
滅や、新型肺炎（重症急性呼吸器症候群
＝SARS）への対応に尽力した。新型コ
ロナウイルスが流行した際には感染症対
策専門会議の副座長や新型コロナウイル
ス感染症対策分科会の会長を務めた。

直前会長直前会長


